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戦後の余暇研究

日本レクリエーション協会参与 巻 正平

はじめに

戦後の余暇研究の潮流は、大き〈分けて四つ

の流れとしてとをfえるととができる。

一つは、戦後間も念い 19 4 0年代末K始ま

って今日K及んでいるレクリエーション研究の

流れである。もう一つは、 19 5 0年以降の娯

楽研究の流れである。とのこつの流れとは別の

新しい流れとして、 1 9 6 0年以降のレジャー

研究がある。そして、さらVL1 0年後、遊び研

究の流れが始まった。

との四つの流れのうち、前の二つの流れKつ

いては、 1 960年どろを境として、前期と後

期K分類するとともできる。娯楽論は、 1960

年以降のいわゆるレジャー時代Kはいって、そ

の内容が変り、いっぽうで遊び研究という新し

い流れを生むKいたる。

レクリエーション研究も、同様K、レジャー

とともK新しい側面を持つととK念る。

1 960年という年は、戦後の余暇研究全般

Kとって、一つの大き念転換点であった。その

現象は、余暇関連研究論文の数的傾向Kもはっ

きりと見てとれる。

日本レクリエーション協会論『レクリエーシ

ョ;/VL関する文献リスト I・1.!I (日本レクリ

エーション協会、 19 6 4・67年)は、余暇

論、娯楽論左どを含むレクリエーション関連の

論文等を 19 4 6年1月から 19 6 7年 12月

までの約 150種の雑誌・大学紀要から分類別

Kリストアップしたものだが、 1 9 6 7年を

100パーセントとする各年の累積率を見ると、

1 960年までは年k 2・3パーセントであっ

た論文数累積率が、 1961年以後Kは5パー

Shohe i Maki 

セγ ト前後とまり、 19 6 4年以後は 10パー

セント前後と急増しているのである。

1 9 6 0年(昭和 35年)は、昭和34年度

版『経済白書』が「消費革命」というととを使

った翌年K当り、 34年Kテレビ 23.6パーセ

ント、洗え〈機33.0パーセントの普及率であ

ったものが、 35年Kはテレビ 54. 5パーセン

ト、洗た〈機45.4パーセ Y トへと急増して

「消費革命」がさらK侭進され、労働時間もよ

うや〈短綜化の方向K進み始めた時期であった。

「つ〈られたJレジャー・ブームだと言われ

左がらも、レジキーはいろいろ念面で無視でき

念い問題と在ってきたのであり、計会・経済的

変化は、余暇関連研究Kも当然、多くの影響を

与えたのであった。

レジャー時代の到来Vてよって、娯楽、遊び、

余暇、レジャー、レクリエーションは余暇問題

として総合的研究の対象と左るKいたったが、

ととではまず、前記四つの流れとして余暇研究

の潮流を概観するととKしよう。

娯楽研究の流れ

戦後の娯楽研究は、ちょうど戦前の娯楽研究

が第一次世界大戦後の大衆の娯楽指向Kよって

刺激されて活発化したようK、戦後の大衆の娯

楽への傾斜の強まりとともKさかんKなる。戦

前と戦後の娯楽研究を比べて、その視点のちが

いを見ると、戦後のそれは、いわゆる大衆化社

会の出現Kよって、娯楽が「大衆娯楽」として

とらえられた点Kあるといえるだろう。

戦後の大衆娯楽論は、まず思想、の科学研究会

Kよって展開された。同研究会発行の『思想の
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科学』は昭和 23年(1 948年 )κは早〈も

「大衆小説の研究J( 2月号)、「大衆の見も

の聞ものJ( 6月号)という特集を組み、映画、

新聞小説~E も特集して、 2 5年Kは、大衆小

説、流行歌、映画、演劇、寄席娯楽左どを取り

上げた『夢となもかげ一大衆娯楽の研究』

(思想、の科学研究会編、中央公論社)を発表し

ている。

翌 26年Kは、『思想~ (岩波書庄)が、 8

月号で「大衆娯楽一実態と分析」を特集した。

その内容はつぎのよう念ものだった。大衆娯楽

Kついて(清水幾太郎〉、娯楽の位置づけ(松

田道雄)、脱出と回帰(中井正一)、大衆娯楽

の心理学(宮城音弥)、国民生活と大衆娯楽

(大河内一男)、娯楽企業としての映画(瓜生

忠夫〕、アメリカの大衆娯楽(南博)、ソグェ

トの娯楽と文化(土方敬太)、実態と分析(大

衆文化研究グループ、社会調査研究所)。

その後、娯楽論は、どういうわけかしばらく

念りをひそめた形と念る。前記日本レクリエー

ション協会編『レクリエーシ冒ンK関する文献

リスト~ (以下「日レク・文献リスト」と累記

する Hてよる分類でも、娯楽論は昭和 28年K

5、 2 9年VCl、 3 2年VCl、 3 3年VC2とい

うようKわずかであり、 35年を除いて、さら

K数年tてわたってゼロがつづいている。

し:かし、 3 5年(1 9 6 0年)VCは早〈も佐

藤毅「最近の大衆娯楽・余暇の研究ー附・主

要文献目録J( R"思想~ 1 960年 5月号)が

発表された。もちろん、戦後の娯楽研究は前述

したようKか左らずしも量的K多いとはいえ左

いものであったから、佐藤論文は海外特Kアメ

リカ VC;Þ~けるプレイ・レジャー、レクリエーシ

習ン等の研究紹介K重点がbかれた。附録とし

てあげられた海外交献は約 70冊、海外のレジ

守一研究の実態を伝えたものとしてひじιうK

価値の高い論文であった。

じつは、との佐藤論文は、『思想、』が 35年

( 1 9 6 0年)5月号で特集した「大衆娯楽」

の中のー編であった。いわゆる「レジャー・ブ

ームJの入口Kさしかかっていた 35年の特集

は、 26年の特集とはbのずからそのとらえ方

K相違があった。佐藤論文以外の内容はつぎの

となりである。

娯楽と肯定と娯楽の否定(南博)、大衆娯楽

と今日の思想、状況(松本圭一〉、娯楽志向と生

活様式の変化(阿部慶三)、家族観の変容(神

島二郎)、労働観・余暇観の変化と社会体制

(田中清助)、大衆娯楽と娯楽産業(野口雄一

郎、稲葉三千男)、消費革命の社会的・政治的

意味(遠藤湘吉)、文化政策Vてあらわれた「余

暇J(滝沢正樹〉。

右K明らか左ょう U亡、「大衆娯楽」は1960

年を境として、「余暇の問題」のーっと見られ

るよう K念夕、同じ傾向は、その後K発表され

る「研究動向JVCも顕著K現われるととκなる。

前記の「最近の大衆娯楽・余暇の研究Jがす

でK大衆娯楽と余暇を一つのものとしてとらえ

ている傾向があるが、その筆者である佐藤毅は、

3 6年Kはさらvcrわが国Vてなける余暇研究の
展開とその問題J( R"年報社会心理学』日本社

会心理学会、第 2号)を発表した。ととで取り

上げられているのは、ほとんどが戦前の娯楽研

究であり、「余暇研究 JVC関するものはごくわ

ずかであった。(佐藤論文のうち、余暇研究K

関するものは、本稿の「レジャー研究の流れ」

を参照) しかし、佐藤論文K見られる日本k

bける戦前の娯楽研究の分析は、その後の娯楽

・余暇研究の基盤とも左った貴重念ものであっ

た。

前節「戦前の余暇研究JVC出てくる「研究」

のうち、すでKつぎのものがととで取り上げら
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れている。

橘高広『民衆娯楽の研究JJ(大正 9年)、権

回保之助『民衆娯楽問題JJ(同 10年七 同

『民衆娯楽の基調JJ(同 11年)、大林宗嗣『

民衆娯楽の実際研究 JJ(同 11年)、橘高広

『映画劇と演劇JJ(同 11年)、大阪市社会部

調査課編『余暇生活の研究 JJ(同 12年)、中

田俊造『娯楽の研究 JJ(同 13年)、権問保之

助『娯楽業者の若手JJ(同 13年)、橋高広r現

代娯楽の表裏JJ(昭和3年)、権問保之助『民

衆娯楽論JJ(同6年)、大林宗嗣『女給生活の

研究JJ(同 7年)、上回久七『都市と農村の娯

楽教育JJ(同 13年)、文部省社会教育局『時

局と娯楽問題JJ(同 13年)、権回保之助『国

民娯楽の問題JJ(同16年)、鈴木舜ー『勤労

文化JJ(同 17年〕、権回保之助『娯楽教育の

満州事変勃発から第二次大戦K至る戦時協力

娯楽論の時期。

第二次大戦後から今日K至る大衆娯楽、レク

リエーション論の時期。

との区分Vても見られるよう V亡、との時点での

「余暇K関する研究」は、娯楽論を主としたも

のであり、ょうやくレクリエーション研究がわ

ずかK顔をのぞかぜているKすぎ左い。

津金沢は 19 7 3年Kも「わが国Kなける娯

楽研究小史J(仲村祥一編『現代娯楽の構造』

文和書房)を発表して必り、ととでも幅広いジ

ャンルKわたっての娯楽研究を紹介した。その

中Kあげられている文献からも明らか念ょうK、

さいきんの娯楽研究は、テレビ、漫画念どをは

じめとする、いわゆるった衆文化論的左ものを中

心とするものか、新しい「遊び」の研究K属す

研究JJ(同 18年)。 るものへと変質しつつある。

娯楽研究動向については、 19 6 2年十て団琢 レジャー時代KはいってきかんK在った娯楽

磨が「わが国(tL:1;>ける余暇K関する研究の動向」 研究は、 1973-75年(tL1f権回保之助著作

( If島根大学論集・教育科学』、 11号)を、 集・全四巻JJ(文和書房)を復刊させると同時

1 9 6 4年Kは津金沢聴広が「戦後日本の"大

衆芸術・娯楽"研究の動向J( If関西学院大学

社会学部紀要JJ9・10号)を発表しているの

津全沢論文は主として大衆主主術κ関する研究

を対象としたもので、 r..大衆芸術"の娯楽的
側面K力点をbくいわゆる"大衆娯楽"研究は

考察の対象K含まれるが、そのうち特K快大衆

余暇"研究K上十重を:1;><分野tてついては、当面

付随的K取扱うにとどめたい」とととわってい

るo しかし、との時点tてなける娯楽研究の動向

を論じたものとしては最高のものであり、文献

目録Kは膨大念資料があげられている。

団論文は研究動向を「大まかK三つの時期が

指適できる」として、つぎのようK区分した。

大正9年頃から昭和 6年K至る民衆娯楽論の

時期。
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V亡、いっぽうでは娯楽研究をレジャー、レクリ

エージョン研究や、「遊びj研究へと吸収させ

る方向K向かっている。

1 9 7 3年K、久しぶりK現われた「娯楽論」

『現代娯楽の構造JJ(前出)のつぎのよう左内

容が、そのととを如実K示しているといえようo

「盛り場行動論J(池井望)、「大衆娯楽の

演出者J(田村紀雄)、「ゲーム論J(井上俊)、

「釣魚論J(仲村祥一)、「オーディォ・ 7 ン

アJ(内田明)、「エロ・グロ・ナンセンス」

(小関三平)、「現代寄席とアマチュアリズム」

(井上宏)、「管理されぬ"遊び"J (田村紀

雄)、「ギャンブル・メディア論J(津金沢聴

広)。



レクリエーション研究の流れ

余暇関連の研究の中では、レクリエーション

研究の始まりが最も早かった。との流れの特長

は、戦後のレクリエーション運動と平行してい

るととKあった。

昭和 22年Kは早くも、第一回全国レクリエ

ーション大会が開かれ、それを契機K日本レク

リエーシ寄ン協議会が発足、翌23年Kは日本

レクリエーション協会と改称され、今日の同協

会が誕生している。

レクリエーション論が雑法K登場し始めるの

も同じ 23年からで、 24年Vては、白山源三郎

『レクリエーションー理論と実際.1(同文館)、

前川峰雄『レクリエーγョン JJ(教育科学社〉

が発刊される。

との時点でのレクリエーション観は、白山が

「娯楽遊びとは一致し念いJと述べているよ

うK、単念る余暇活動とは一線を函すものがあ

った。(との傾向は現在でも、一部のレクリエ

ーション研究の中K見られる。)

2 5年KはさらK綜合生活文化研究所編『レ

クリエーグョン辞典.!I(大同出版社〉が出され

た。とれは小・中・新制高校生のためのレクリ

エーショ Y参考書をねらったもので、1.体育を

主としたレクリエーシ胃ン、 2.親睦を主Kした

レクリエーション、 3.娯楽を主Kしたレクリエ

ーション、 4.スポーツの見方とスポーツ用語、

といった構成からもわかるようK、娯楽も含め

た余暇活動全般Kわたるものであった@

いっほう、レクリエーションの実証的研究も

始まり、 28年Kは竹之下休蔵『健康と能率よ

りみたる社会体育の改善K関する研究一社会

学的基礎調査』、 30年tては前川峯雄を中心K

研究された増穂町体育連盟編『地域社会¥'Ll>~け

るレクリエーションの構造』が発表された。

その後、数年聞は、広い領域Vてわたる雑誌論

文がつぎつぎと発表され、その問、 35年の佐

藤論文、 37年の団論文(いずれも前出)が現

われ、レクリエーショ Y研究の動向Kふれると

とK走る。

しかしレクリエーション関係の単行本の発

行は意外K少念〈、 36年Kょうやく三隅達郎、

江橋慎四郎編『レクリエーション・ハンドブヲ

ク.!I(国土社〉が発行され、翌 37年『ては0・

D ・パトラー、三隅達郎訳『レクリエーション

総説.!I(ベースポール・マガジン社)George

Butler，Introduction to Oomrrr 

unity Recreation，Third Edit-

ion，New York 1959.が出る。パトラ

ーの本は、 1.レクリエーションーその性格、

範囲bよひ.意義、 2.指導(リーダーシップ)、

3地域と施設、 4.諸活動と計画の立案、 5レク

リエーション地域と施設の運営、 6.プログラム

の諸様相と奉仕活動、 7.組織と管理上の諸問題、

という内容からもわかるようK、地域レクリエ

ーション推進のための実際的研究であった。

その同じ37年Kは、それまでのレクリエー

ショ Y研究を総合したものとして、江橋慎四郎

ほか編『講停・現代レクリエーション』全四巻

(ベースポーJレ・マガジン社〉が出版された。

第一巻「レクリエーション概論」、第二巻「レ

クリエーション指導j、第三巻「地域社会とレ

クリエーション」、第四巻「職場とレクリエー

ション jという構成のもので、日本¥'Ll>~ける最

初の体系的レクリエーション研究として高〈評

価されるべきものと念った。(同講俸は、 49 

年V亡、第五巻「レクリエーション施設Jを加え、

『新版・現代レクリエーション講座』として同

じ出版社から出るとと¥'Lt.cる。)

つづいて、 38年Kは鹿島清五郎『レクリエ

ーシ習ン療法 JJ(メヂカル・フレy ド社〉が出

て、いわゆるレクリエーション・セラピイ研究
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の分野K一石を投じた。

以上のようK、戦後まも念〈始まったレクリ

エーション研究の割には、その出版状況はかな

らずしもは左ばをしいものでは念かったが、 40

年(196 5年)を境K、レクリエーション研

究は新しい段階『てはいったと言ってよさそうで

ある。

4 0年Kは、 J.M ・アンダーソン、江橋慎

四郎訳『企業とレクリエーション.!I(ベースボ

-Jレ・マガジン社)Anderson ，J.， lnd-

ust r i a I Recrea t i on ，McG'raw-

Hill，1955.が出され、同じ企業レクリエ

ーションの管理問題を論じた、遊津孟『レクリ

ヱーション管理.!I(ダイヤモンド社)が出たほ

かK、 40年以後つぎつぎと、レクリエーショ

ン研究K関する文献が現われた。

竹之下休蕨「わが国K訟けるレクリエーショ

ン研究の現状と課題(Ii'体育の科学.!I1 965 

年10月)、成田十次郎「社会主義諸国VLTけ

るレクリエーション研究の動向J( Ii'体育の科

学.!I1 96 7年 9月)、守能信次「戦後のレク

リエーション文献K関する研究J( Ii'レクリエ

ーション研究』第四号、 19 6 8年)、池田勝

「アメリヵκbけるレクリエーション研究の動

向J( Ii'体育の科学.!I1 9 6 9 年~ 7 -8月)、

団琢磨「わが国VLj:，~けるレクリエーション研究

の動向J( Ii'レクリエーション研究』第五号、

1 9 6 9年)左どである。

しかし、レクリエーション研究の流れの中で

特記すべきは、 40年K日本レクリエーション

研究会が発足したととであった。それまで、ど

ちらかといえば体育関係の研究者が中心であっ

日本レクリエーション研究会は、その後、年

一回の研究大会を持ち、第一号から第六・七号

合併号室で、研究大会発表抄録を含む『レクリ

エーション研究』を発干IJし、 46年Kは日本レ

クリエーション学会へと発展的解消を遂げた。

(学会は現在までtてその機関誌で『レクリヱー

ション研究』を第五号室で発干IJし、唯一のレク

リエーション専門研究誌として期待を集めつつ

ある。)

研究会時代、学会以後の『レクリエーション

研究.!IfL発表された論文Kは、レクリヱーショ

ン研究の発展K寄与したものが少左〈念い。さ

いきんのレクリエーション研究の動向Vてついて

は、『レクリエーション研究』第三号 (1973

年)のIB本レクリエーション学会研究総白録J

を見るととKよってその全貌がわかる。

岡目録の分類別論文数はつぎのと bりである。

-レクリエーγ ョンの原理的考察 1 4 

-レクリエーションの歴史的考察 2 5 

-レクリエーション意識に関する

考察 24 

-レクリエーション行動の実態K

関する考察 2 6 

-レクリエーション教育K関する

考察 24 

-レクリエーショ Y指導・計画・

管理K関する考察 1 7 

-レクリエーション施設・空間K

関守る考察 1 3 

-レクリエージョン・セラピイ K

関する考察 9 

-その他の研究 5 

たレクリエー γ ョン研究を、もっと幅広い分野 日本レクリエーション学会の英語名がJapan

の研究者たちを含めた研究Kしようという意図 Society of Leisure and Rec-

のもとK、経済学、家政学、建築学その他の領 r e a t i 0 n S t ud i e s と左っているようK、

域の研究者が参画する ζとVL*ったのである。 その研究はレジャーKも及んでなり、上分類K
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は現われてい念いカミ余暇、余暇意識、余暇活

動、余暇行動等K関する考察も数多く含まれて

梅村清弘ほか編著『人間とレクリエーション』

(大修館書庖)、 50年Vては浅田隆夫『現代職

bり、「遊び JVL関する考察も目 Kはいる。つ 場レクリエーション基礎理論~ ( )、

まh、 19 6 0年を境K、レクリエーション研

究も、レジャー問題と深くかかわりつつ今日K

至っているととを示しているのである。

さいどV亡、 40年以降K出版されたbも念レ

クリエーション研究書KついてふれるととKす

るO

4 0年Kは、アメリカ議会の屋外レクリエー

ション資源、調査委員会Outdoor Recrea-

tion Resourses Reuiew Cnmmi一

S 5 i v のレポートを要約した『アメリカ VL :j;~

ける屋外レクリエーションの需要と予測』上・

下(日本観光協会)が発表され、翌41年Kは

さらKそれを総括した『アメリカのレクリエー

ション~ (同)が発表された。とれは、日本k

bけるプウトドア・レクリエーション研究Kと

って貴重左研究資料と念った。

4 1年Kはほかに日本レクワエーション協会

編『現代社会とレクリエーション~ (ペースポ

ール・マガジン社)が出版されたが、とれは、

「広〈国民一般のレクリエーションK対する理

解と認識を深めるととと、国の政治・行政の面

からの抜本的施策とを期待してJ(同書、まえ

がき)編集された、いわば一種の啓蒙書であっ

?と。

4 6年Kは、日本レクリエーシ習ン協会編

『黄金計画と第二の道一西ドイツのスポーツ、

レクリエーション計画~ (同協会)が出され、

レクリエーション研究者K強い刺激を与えた。

4 6年Vてはまた、はじめて、体系的念『レク

リエーショ Y事典~ (日本レクリエーション協

会監修、不味堂)が出版され、レクリエーショ

ンの歴史的研究K手がつけられた。 49年tては、

『新版・現代レクリエーショシ講座~ (前出)、

日本レクリエーション協会編『レクリエーショ

ンの科学~ (不味堂)が出版された。『レクリ

エーションの科学』は、「レクリエーション大

系J(全三巻〕の第三巻として刊行されたもの

だが、レクリエーションの理論的研究としては

最も注思すべきものと言える。特K、その中の

「レクリエーション研究序説J(江橋慎四郎・

池田勝)はレクリエーション研究論としては密

度の高いものであり、「研究領域別tてみた動向」

や 17 0 VL及ぶ海外文献リストは、研究者Kと

ってひじようK価値のあるものと念っている。

5 1年Kはいって、同大系の第一巻『レクリ

エーションと現代』が刊行されたが、その中の

「レクリヱーションの現状J(増田靖弘〉は資

料的Kも重要念ものと在っていて、見逃がぜ念

い。また、同書の「レクリエーションの意味論」

(薗田碩哉)、「レジャーとレクリエーション

の補究関係J(小田咳駿一)は同大系第三巻の

「レクリエーションの構造論J(薗田・小田切)

と合わせて、レジャー、遊び等とのレクリエー

ションのかかわりを考える上ですぐれた考察と

念っている。今後のレクリエーション研究は、

との考察をふまえずして前進するととはできを

いのでは左いか。

さいどK、昭和35年K創刊され、すでκ

200号に達しようとしている日刊誌『レクリ

エーション~ (日本レクリエーション協会発行)

の存在tてついてふれて会か念ければ念ら念い。

同誌は、レクリエーショ Y全般K関する情報誌

として戦後の余暇研究K重要念役割を果たし、

特Kレクリエーション指導者Kとって不可欠の

テキストとされてきた。

前出「レクリエーション大系JVL収録されて
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いる文章の中Vても、 『レクリエーション』誌κ

最初K発表されたものが少念からずあり、レク

リエーション研究誌としても重要な位置Kある。

同誌Kは、またつぎのよう左ものが掲載された。

日本レクリエーション協会ビジョン委員会

r 2 0年後のレクリエーションのビジョンー
豊か左社会と自由時聞を求めてJ( 1 968年

1 1月号)、レクリエーション運動基本計画委

員会「レクリエーション運動推進要綱J(1971 

年8月号)。

レジャー研究の流れ

前出の「日レク・文献リスト」で見るかぎり、

雑誌VCi余暇論Jが出現するのは昭和24年K

念ってからである。それもつぎの二つV亡すぎ念

ぃ。

しかし、「消費革命Jは、レジャー問題K新

しい視点を要求する。佐々木論文Kつづ〈北里

宇一i..浪費"は美徳と念ったーマス・レジ

ア時代の経済とモラJレJ( Irエコーミスト』

195 9年 10月27日号)(ととでは、今日

では定着しているレジャーがレグアと表記され

ている。レジャー左る表記が定着するまでKは

との時から 10年を必要とした。その問、レジ

ア、レジャー、レイヅュア念どが混用されてき

た。)は、最も早くその問題を提起したもので

ある。レジャー研究の流れK大きを意味を持っ

と思われるので多少長〈在るが、その一部をつ

ぎK引用しょう。

「マス・レヅアは本質的K資本主義の社会的

矛盾のもつ欠陥K対するカウンター・バランス

であり、計会のし〈みK対する吸取紙である商

浅井桟ー「余暇指導KついてJ( Ir新体育』 をたしかKもっているし、またマス・レジアは

1 94 9年2月)。宮坂哲文「余暇活動と指導J 閑暇の利用の仕方を極めて社会化・大衆化する

( Ir児童心理.111 949年7月)。とのこ論文

は、いわゆるレジャ一時代以前のものであるた

め、戦前の「余暇善用」の考え方K立つての

「指導」論の域を出てい左かった。

ょう Vてみえ~がら、むしろそれを媒介として人

聞をして閑暇の中K孤独念bのれの獲を発見さ

せる面も、たしかKもっている。ととから現代

VC :jO~ける不安と孤独の問題を引き出すととは容

つぎVCi余暇Jにふれた論文が現われるのは、 易である。し:かし、それが 19世紀的在社会批

8年後の昭和 32年K出た『講座社会学』第七 評の、すでK論じ尽されたペンミズムの立場か

巻「大衆社会JVC:t?いてである。しかし、その らだけ念される左らは、それでは現代Kなける

中で「余暇の増大と大量消費・大量娯楽の普及」 マス・レジアの提起する問題への解答とは念ら

の効果は、「第一、社会心理等質化」、「第二、 念いであろう。

政治意識の消費化」であると指摘されているよ

うK、余暇は大衆化社会を促進する要因と見ら

れていた。つぎK現われた佐h木基一「余暇k

bける人聞の問題J( Ir中央公論JI1 958年

8月〉も、「休養と娯楽は文化の創造の発展の

現代VC :jO~ける資本主義の最高の発展は、かつ

て一部少数の有関階級の独占であったクラス・

レジアを勤労階級の大多数K及ぶマス・レジア

としたととは事実であり、その社会的変動のも

つ意義がまず第一義的K関われ左ければならぬ

ためK必要というよりも、むしろ人間の生命と ‘ととだからであるJ

肉体と維持bよび物質生産のためK必要念要素 北星論文が問題提起をbと念ったKもかかわ

である」と述べ、レジャーは「物質的生産JVC らず、レジャーが社会的『てその正しい位置を与

必要念ものとして考えられていた。 えられるまでKはその後数年を必要とした。北
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里論文の翌年、『都市問題.H東京市政調査会、

1 96 0年 2月号)が、つぎのよう念内容の特

集を組んだ。

主集余暇利用

余暇と現代〈加藤秀俊)

レクリエーションと社会階層(鍵山京)

中小企業労働とレクリエーシ冒ン(小田村

貞寿)

報告がつぎのよう念形で発表されている。

竹内郁郎「都会人の余暇時間と生活態度」

(博報堂『広告.!I1 45号、 1 9 6 0年 4月)、

阿部慶三「娯楽指向と生活様式の変化J( Ii'思

想.!I1 960年5月)、同「勤労者の余暇の問

題J(日本労務研究会『労働基準.!I1 960年

8月)、池内一「産業人の余暇利用の実態J

(日本労務研究会『労務研究.!I1960年 9月)、

都市レクリエーションKついて(小倉庫次) 同「都民の余暇時間J(ラヅオ東京Ii'KRT調

上の内容でもわかるようK、余暇利用はす念 査情報.!I1 960年 11月)。

わちレクリエーションKほか念ら念かった。し 3 5年κはまた、電通企画調査局Kよる『余

かし、上論文の中で加藤秀俊は、当時としては 暇活動K関する調査』や、博報堂調査部Kよる

独特念余暇論を展開し、つぎのようVてその本質

K迫った。

「余暇の本質は、それが u仕事"から自由念、

"私"の時間であるというととだ。検仕事"の

世界が、社会的念機能主義のうえK立脚してい

るのK対して、"余暇"の世界は、あくまでも

自由念個人の自由念行動K立脚したもので念け

れば念らない」

同じ 35年「特集・大衆娯楽」を組んだ『思

想.B(前出)が、その中で余暇問題を取り上げ

ているととはすでKふれたカミ特K滝沢正樹

「文化政策Kあらわれた"余暇"ーヨーロッ

パの反体制運動を中心I'LJは、 1 9 5 9年のイ

ギリス総選挙で戦われた保守党と労働党のレジ

ャー政策論争を紹介し、余暇政策のもつ意味Vて

ついて考えさせる契機をつ〈ったものであった。

また、同じ特集での佐藤毅「最近の大衆娯楽・

余暇の研究」が海外文献を詳しく紹介したとと

κついては「娯楽研究の流れ」で述べたとbり

である。(ち念みK、との時点で、佐藤は、

"マス・レイジュア・クラス"というようV亡、

レジャーをレイジュアと表記している。)

いっほう、 3 5年Kは、東京大学新聞研究所

が 34 年I'L~~となった「生活時間調査」の中間

『生活時間K関する調査』が発表されている。

との年Vてはもう一つ、リュエJレ・デニイ、岸

俊夫訳「有暇社会J(米国大使館文化交換局編

『アメワカーナ.!I1 960年 7月)Reue I 

Denney，The Leisure Society， 

"Harvard Business Review"May 

-June 1959. が発表され、同誌の論文要

旨Kよると、その内容はつぎのよう左ものであ

った。

「産業社会は新しい有暇階級の発生基盤を念

した。との新有暇階級tてとってのわざわいは仕

事では念〈倦怠であろう。余暇の範囲、余暇の

問題、余暇のためK排除された人問、余暇の誤

れる強調ーとれらは今日のビジネスマンVてと

って深刻l左関心事を在している」

何度も繰り返したようK、 19 6 0年を境K

余暇研究は新しい段階tてはいる。もちろん、と

きKはためらい左がら、ときKは疑問を抱き念

がらも、レヅャーの存在を認識し、それK意義

を見出して行〈作業が進められて行〈のである。

3 6年Kは早々とヨゼフ・ピーパー、稲垣良

典訳『余暇一文化の基礎.!I(エンデルレ書房)

Josef Pieper，Musse und Kult， 

1948.が出版され、「文化の基礎Jとしての
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余暇の新しいとらえ方K示唆を与えた。ドイツ

のカトリック思想家ピーパーはその中でつぎの

よう K述べている。

「閑暇の存在理由は、職能人をして限定され

た労働機能という断片的左環境のうちK没頭し

てしまわ念いで、世界全体を一つの直観で把え、

そとK沿いて自己を存在の全体K根ざすよう念

本質として、実現する ζとを可能念らしめると

いうととのうちK見出される。

との故K閑暇を持ちうるという能力は人聞の

魂の根本的を能力の一つであると考えられる」

ピーパーのとうしたアクチプ念余暇への接近

は、いまも十分K肯定されてい左いととろがあ

るが、それは、日本I'L;j;~けるレジャーが、レジ

ャー産業Kよって先導されたととKもよるので

あろう。

戦後、日本で最初K出版されたレジャー関係

の単行本が日本生産性本部生産性研究所編『消

費革命とレヅア産業.1/(1961年、東洋経済

新報社〉であったととも、そのととの現われで

あったと言える。(ととでも、レジャーでは念

〈レヅアであり、まだマスコミ Kよる用語定着

はみられ左かった。)

生産性本部は、同じ年、雑誌『生産性』の 7

月号を「レジャー時代を生きる」と銘打ち、全

誌面をレジャ-FJ官 K割〈特集を行在った。

「レジャーの意味するものJ(早瀬利雄〉、I世

界のレジャーJ(宇野政雄)、「マス・コミが

作ったレジャー J(石川弘義)左どの論文のほ

かは、大部分がレジャー産業の実態分析tてあて

られているが、上のうち石川!論文がいわゆるレ

ジャー・ブームκふれ、「結論はまだ早い」と

述べているのが注目をひく。

3 6年 10月K出版された西川好夫『レジャ

ー読本.!I(宮坂出版社)も、レジャーを労働K

従属するものとみる考え方から抜け出してい念

いととが、つぎのよう K述べているととろから

わかる。

「ひとつKは"働〈人たちが、高い労働能率

を保ち左がら、しかも健康で、長い歳月の間働

〈生活を維持できるよう念状態を実現する"た

めの生活条件のーっとして、ふたつKは、“そ

うした働〈生括が単純念毎日のくりかえしでは

念〈、働ぐ人たちの知性や情操を日々K高〈美

し〈培ってい〈ととK念る"、そのための場と

して、レジャーをとりあげたj

同じ 10月Kは日本社会心理学会『年報社会

心理学.!I(第二号)がつぎのよう念特集を行宏

った。

特集現代I'L;j;~ける余暇の問題

わが国I'L;j;~ける余暇研究の展開とその問題

(佐藤教〉

臨床心理学よりみた余暇問題(星野命)

都会人の余暇生活(竹晴間)

上のうち、佐藤論文Kついては前Kもふれた

が、当時は、レジャー・ブームK対していか念

る反応を示したかというもう一つの例として、

つぎの文章を引用してなとう。

「戦前Vてかける余暇研究の多〈は……もつば

ら余暇活動の疎外状況とその精神的価値を強調

するととで余暇を労働強化の体制IJI'L従属させる

論理を展開させたのであった。戦後Vて沿いても

その大勢は変ら念いが、他方しばしば"余暇は

解放された人間の自由念時間であり、それは人

聞を毎日の重荷、強制労働から解放している"

というようK余暇をすでKあたえられたものと

して労働と背中合せK対置させる論理も生れて

きている。その俗流化がレジャー・ムードの賛

美論である。しかしよとれも本来の労働の意義

を失わぜ、労働疎外の事実を判断中止させる論

理と傾向をもっているJ

3 6年は、戦後Kなける余暇研究にとっては
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画期的な年であった。その性格をさらK強め、

決定的念ものκしたのが、つぎKあげるこつの

出版物であった。

一つは、守ス・レジャー叢書の第二巻として

発行された日高六郎監修『マス・レジャー論』

〈紀伊国屋書1苫)であり、もう一つは生活科学

調査会編『余暇.!I(医歯薬出版社)( 4 6年K

ドメス出版から増補版が刊行された。〉である。

『マス・レジャー論』は、 Eric Larra-

bee，Rolf Meyersohnの編VC1i:る"M-

a s s Le i s u r e "へ Illinois 1958 

から 10論文を、"American Tournal 

of Sociology" 誌からー論文を選んで

翻訳編集したもので、その構成はつぎのよう左

ものであった。

1. 現代アメリカ文化VCl，'ける余暇状態(マ

ーガレット・ミード)

2 インダストリアリズムの時代VCl，'ける労

働と余暇(クレメント・グリーンパーグ)

3. 文明Kむけるくあそび>の役割(ヨハン

・ホイジンガ)

4. 新しいモラルの誕生〈マJレタ・グオルフ

ェンシュタイン)

5. "隠、遁"と"慎しみ"のイデオロギー

(ポーJレ・ハJレモス)

6. 産業社会の余暇と仕事(ダグィッド・リ

ースマン)

7. "ホビー"の変漣Hエリタク・ララピー)

8 酒を飲む動機の"型"VCついて(ジョン

.W・ライリー、チャールズ・ E・マーデ

y、 "7'Jレシア・リフシタツ〉

9. "あそび"としてのセックス(ネルソン

. N・フート〉

10. アメリカのスポーツ(グレゴリイ.p. 

ストーン〕

11.青年とポピ a ラー・ミ aージタク(ジョ

ン・ジョンストン、ホライア・カタヅ〉

解説(香内三郎)

ζの本の監修者日高六郎は、つぎのようK述

べて問題を提起した。

「ととK訳出された評論は、アメリカの大衆

が増大する余暇時間Kたいして、ある意味では

途方Kくれているよう念実情を拾いているが、

途方Vてくれているのは、大衆だけでは念〈、そ

の評論家自身左のかもわから念い。第-VCは、

労働観と余暇観との分裂の問題がある。労働が

価値あるものであり、余暇や娯楽は無価値また

は反価値と考えられていた実務的あるいは宗教

的人生観Kかわって、余暇をたのしみ、娯楽K

興ずるととが生きるととの目的であり、むしろ

そうしたととを拒むととは家庭の念かの、ある

いは生活の念かの人間的義務K反するという考

え方が優勢と念る。労働が手段であり、余暇が

目的念のだ。以前Kは、余暇は、労働の再生産

のための手段としか考えられ念かったのが、い

まや主客は位置をかえたのである。ある意味で

は、そのととは、労働観と余暇観VCl，'けるひと

つの進歩であったかもわから左い。しかしその

ととだけで、人聞ははたして生きてい〈という

ととの深い充実観を獲得できたであろうか。…

…第二Kは、余暇の多くは、言監が積極的K、そ

して自由tてそれを消費できる時間としてでは左

〈、巨大念娯楽産業、余暇産業、消費産業Kつ

きまとわれ、ねらわれた時間として存在すると

いう問題があるJ

日高論文が労働と余暇の主客転換を「ひとつ

の進歩であったかもわから左い」としながらも、

左l，'rしかしそのととだけで、人聞ははたして
生きてい〈というととの深い充実観を獲得でき

たであろうか」と疑問を投げかけているのK対

し、積極的Kレジャーを肯定して行とうとした

のが『余暇』である。
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『余暇』の構成はつぎのよう念ものであった。

l 余暇とは(岡本包治)

2. 日本人の余暇時間(児島幸日人)

3. 労働と余暇生活(石川弘義)

4. 日本の生活思想、とその変革(田辺信一)

5. 余暇の組織化をどうするか(大沢真一郎)

本書は、レジ守-~てよる人聞の再疎外K 自を

向け念がらも、それをのりとえて、目的・権利

としての余暇を確立するための意識の変革を訴

えた、日本人の手K在る最初の研究書であった

と言えよう。

翌 37年Kは、 36年 4月以来の共同討議の

成果として山崎進編『レジャー時代~ (東洋経

済新報社)が出版された。その「はしがき JVC、

「われわれは先見的K、人聞がいまやようやく

Kして長かった照生産時代"というか、"労働

時代"というか、そういう時代とけっ別して、

人聞の長い歴史の中K一時期を画すよう宏、多

彩念"レグャ一時代"を展開する時様K当面し

ているととを想定するものであるJ(山崎進)

と述べられているとbり、との本はレジャーを

「人間の諸活動J[""個人生活J[""社会生活」と

の関連でその本質を追求し、いわゆる「レグャ

一時代」の歪IJ来を予言したものとして見逃がす

わけKはいか~い。

3 7年から 40年tてかけては、余暇論が急増

した年であった。前出「日レク・文献リスト J

Kよるだけでも、 3 7年 10、 38年 12、39

年 18、 40年 16の論文が雑誌に現われてい

るo

また、同リストKよると 42年までV亡、余暇

またはレジャーの語がタイト JレK現われている

特集を行念った雑誌Kつぎのよう左ものがある。

『体育の科学~ ( 196 0年 7月)、『生産

性~ (前出)、『月刊社会教育~ ( 1 961年

1 0 月)、『社会教育 ~(1962年 7 月)、

『教育の時代 ~(1963年 8 月)、『国際建

築 ~(1963年 8 月)、『社会教育.ß(1 963 

年 10 ・11 月)、 W "7ネジメント ~(1964

年 6 月)、『近代労使~(1964年 7 月)、

『ピグネス.!I( 1 964年 7月)、『社会教育』

( 1 9 64年 8月)、 『労働の科学~(1 967

年7月)、 『朝.日ジャーナル.!I(1967年 11 

月5日)

とうした一連のレジャー論を生み出す刺激の

ーっとして、 4 0年K発行されたジャン・フー

ラスティエ、長塚隆二訳W4万時間一未来の

労働を予測する~ (朝日新聞社)Jean Fou-

rastie，Les 40.000 Heures，Paris 

1965.がある。

フーラスティエが予測した週 30時間労働時

代Kは、人聞が一生K働〈時聞が4万時間と念

り、いっほうレジャーが37万時間と念るとい

う数字は、強い説得力をもってレジャー問題の

重要性を認識さぜたのであった。

4 1年Kは高橋武『余暇と労働JJ(日本生産

性本部出版部)が出版され、余暇と労働K関す

る単行本のさきがけと左った。

また、 42年Kは、野村総合研究所の『総合

研究.!I( 1 1月)が「わが国のレクリエーシ習

ナルマークタト J(阿部美紀夫、上野嘉夫)を

載せ、日本で最初の「レジャー・マーケット」

調査・研究と念った。

4 3年Kは『レクリエーション.!I(日本レク

リエーション協会)VC、 1月から 12月Kわた

って、猪狩誠也、藤島秀記「余暇の社会史」が

連載された。

4 4年Kはジョーグ・フイスク、巻正平訳

『レジャー消費行動.!I(ダイヤモンド社)

George Fisk，Leisure Spending 

-Behavior，Pensylvania 1963. 

と、巻正平「日米レジャー消費行動の比較J
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〈レジャー・マークティング・センター『レジ

ャー・レポート.JJ1 5 3号)が、レジャー消費

行動研究というもう一つの分野をもたらした。

4 5年Kは、清水幾太郎ほか『余暇時代と人

間.JJ(講座r日本の将来』第五巻、潮出版社)、
関谷耕一『余暇と労働時間.JJ(日本労働協会)、

浅野義之『レジャー産業.JJ(日本経済新聞社)、

藤竹暁『個性あるレジャー.JJ(日本経済新聞社)

などが出版され、戦前の「余暇研究」資料とし

て重視されている『余暇生活の研究.JJ(前出)

が覆刻された(光生館)。また、「人間Kとっ

てレジャーとは何か」のタイトルを付した最初

の『レクリエーション白書.JJ(日本レクリエー

ション協会)も ζの年K出た。

4 5年Vてはまた、余暇開発センターが発足し、

組織的ま余暇研究調査が始まった。

4 6年から 50年tてかけて出版された余暇研

究書を列挙するとつぎの主うK念る。

J ・D・オーウエハ斉藤耕一郎訳『レジャ

ーの経済学.JJ(日本経済新聞社、 197 1年)

John D.Owen，The Priee of Le-

isure，Rotterdam 1969. 

日本リサーチセンター総合研究所編『スコー

レ社会VL;j;~ける国土と国民生活 .H 東洋経済新

報社、 1971年)

ジョッフル・デ晶マズディエ、中島巌訳『余

暇文明へ向かつて.JJ(東京創元社、 1972年)

Joffre Dumazedier，Vers une 

Oivilization de Loisir?，Seuil 

1962. 

内藤錦樹『余暇活用法.JJ(日本経済新聞社、

1 9 7 2年)

石川弘義、阿部美紀夫、祖父江孝男編『人間

とレヅキー』全四冊(r 1. レジャーの思想と
行動」、 r2. レジャーの経済」、 r3. レジ
ャーと企業」、 r4. レジャーの構造」、日本

経済新聞社、 1973-7 4年)

上のうちr1. レジャーの思想と行動J~てな
さめられている石川弘義「余暇の理論史Jは、

余暇研究の動向を知るうえKも貴重である。

大河内一男『余暇のすすめ.JJ(中央公論社、

1 97 4年)

斉藤精一郎、松田義幸『日本の余暇マーク 7

ト.JJ(日本経済新聞社、1974年)

エルマー・プライト、音田正己共編『余暇社

会の到来.JJ(有信堂、 197 4年)

ロレンツ・トウッキ、金森誠也、岡淳訳『余

暇社会の到来.JJ(サイマル出版会、 19 7 5年)

スタンリ・パーカー、野沢港、高橋裕吉訳

『労働と余暇.JJ(TBS出版会、 19 7 5年)

Stanley Pa-rker，The Future of 

Work and Leisure，1971. 

野沢浩『労働と余暇一法社会学的・労働科

学的な考察.JJ(日本労働協会、 1975年〉

青沼吉松ほか『余暇文明の労働問題.JJ(時潮

社、 1975年〉

日本余暇学会編『新時代の余暇.JJ(第一法規

出版、 1 9 7 5年)

また、 48年以降は、中央bよび地方の行政

機関あるいは経済団体念どKよるつぎのよう念

調査研究が発表され、いわゆる余暇政策や余暇

対策への取組みが本格的K在ってきたととを示

している。

48年

経済企画庁余暇開発室『余暇政策の今後のあ

り方Vてついて』

同『余暇社会への構図.JJ(大蔵省印刷局)

余暇開発センター『余暇時代VL ;j;~ける産業活

動の社会的位置づけ』

同『余暇ハンドブック.JJ(通商産業調査会〉

九州経済調査協会『余暇時代VL;j;~けるレクリ

エーション・スポーツの現状と将来展望』
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4 9年

余暇開発セYター『日本人のレジャー構造』

(タ・イヤモンド社)

日本余暇文化援興会『余暇活動指導の実態調

査』

産業構造審議会余暇部会『余暇総覧~ (ダイ

ヤモンド社)

中部経済連合会『余暇時代の到来』

5 0年

余暇開発セ Y タ-w新・レジャー市場予測マ
ップ~ (ダイヤモンド社)

東京都総務局渉外観光部外事課『余暇時代』

(とれは国際地方自治体連合会 IULA報告、

UThe Agc of Leisure"1973.を翻

訳したものである。)

長野県『余暇の行動基準等K関する調査結果

報告書』

らL上、とと数年間K発表された文献からもわ

かるよう t亡、かつて「つ〈られたレジャー・ブ

ームJといわれ、憧 の目で見られたレジャー

は、労働時間の短縮、週休二日制の普及、年間

有給休暇の増加左どKよって、もはや無祝する

ととのでき念い現実として認められ、その上K

立つてのレジャー研究が求められるようK左っ

た。

し:かし、「余暇」か、「レジャー jか、「自

由時間」かといった問題は未解決のままであり、

「労働と余暇」の問題もとれからの問題として

残されてi>~ !J、人聞がはじめて迎えた「マス・

レジャー時代jを前K、レジャー研究はその本

質を十分とらえられぬまま、現在も 余曲折し

た道を歩みつつある ζとも事実である。

遊び研究の流れ

戦後の遊び研究Kよって無視でき念いものが

昭和38年K出版されたヨハン・ホイジンガ、

高橋英夫訳『ホモ・ Jレーデンス~ (中央公論社)

Tohan Huizinga，Homo Ludens， 

1938.であった。それ以前Kも、「遊び」、

「遊戯JVL関する論文はい〈っか発表されてい

るが、その多〈は「子供の遊びJを取り上げた

もので、遊びそのものの本質Kついての研究が

始まったのはようや<4 0年代半ばKいたって

からのととであった。

遊びをすべての根源Vてなき、人間をホモ・ Jレ

ーデンス(遊戯人)としてとらえようとするホ

イジンガの本は、娯楽、レクリエーション、レ

ジャーの研究者たちKとっては、大き念ショッ

クであった。遊びが新たVて見念たされるようK

念り、その後、二、三年のあいだKつぎつぎと

遊びK関する論文が現われた。

4 2年K念ると、ジ 7ン・ピアジzの『幼児

VL i>~けるシンボル形成~ J a n P i a g e t ， Le 

Formation da Symbole chez C 

Enfant，Paris 1945.の第二部を翻訳

した大伴茂訳『遊びの心理学』が出る。遊びの

起源、や分類tてついて論じたとの本も、遊び研究

Kもう一つの刺激を与えた。

4 3年Vては、安田武Ii'r 遊び J の論~ (永田

書房)が出版され、日本独特の遊びKついての

「論jが展開された。 ζの本の冒頭のrU 遊び"
論Jは、『ホモ・ Jレーデンス』が出版される一

カ月前K書かれ 38年 2 月 VLW 思想、の科学 ~VL

発表されたものだが、当時を回顧して安田はつ

ぎのようK書いている。

「遊びというととKついて、あれとれと考え

はじめたとろ、そして半ば同人雑誌のよう左気

易さから、『思想、の科学 ~VLそうした原稿を書

きはじめたとろ、まさ治、それらの原稿を、一

本K纏めて公刊する日があろう念どとは、ゆめ

Kも思ってもみ念かったJ(新装増補版wr遊
び」の論~ 1 9 7 1年「あとがき J) 
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ホイジンガ、ピアジェなどの訳書が遊びK対

する関心を強めたのだとすれば、それを決定的

左ものKしたのは、ロジェ・カイヨワ、清水幾

太郎、霧生和夫訳『遊びと人間.!I(岩波書庖、

1 9 7 0年)Ro g e r 0 a i 1 1 0 i s ， Le s 

Teux et Les Horrunes，Paris 1958 
であったといえよう。

ホイジンガの遊びの定義と、さらKそれを敷

術補充したカイヨワのそれは、その後の遊び研

究者K無視でき念い影響を与えたし、いまも与

えている。

(ホイジンガとカイヨワの訳書はさ・らVL4 6 

年K、それぞれ、里見元一郎訳が河出書房から、

多国道太郎、塚崎幹夫訳が講談社から出版され

た。)

翌46年Kはいると、オイグン・フインク、

石原達二訳『遊戯の存在論一幸福のオアシス』

(せりか書房 )Eugen Firik，Oase des 

Gliicks-Gedanken zu einer 

Ontologie des Spiels，M 泳lehen

1957.が出版される。フインクは、遊びKつ

いての哲学的認識がまだ不十分であると言い、

「労働と遊戯」とか「遊戯と真面目」といった

通俗的左対立を操作していたのでは、「遊般の

存在の深みjを理解しえないと述べている。

遊び研究は海外文献の翻訳Kよって刺激され、

いろいろ左遊び論を生み出したが、 47年Kは

戦後の遊び論の中からい〈つかの論文を選んだ

たもので、との本も前出安田武Ii'r遊び」の論』
と同様、ホイヅンガ、カイヨワの定義をふまえ

て「日本人の遊び」を論じたものであった。

翌 49年Kは、別宮真徳Ii'<tあそびの哲学一

独楽的人生のすすめJJ(産業能率短大出版部〉

が出たが、エピクロスの真の思想、を明らかKし、

利休念どの「市中の山居」思想を説いたとの本

は、独創的念遊びの哲学を展開したものとして

必読K値いするものであった。

遊びの哲学を論じたものとしては、同じ 49 

年Kジャタク・アンリオ、佐藤信夫訳『遊び一

遊ぶ主体の現象学へJJ(白水社)が出ている。

ホイジンガ、ピアジェ、カイヨワの遊び論をふ

まえ、遊びとは「遊びと名づけられたもの」だ

として、遊びの実存哲学的分析を主?と念ったと

の本は、遊び研究者tては見落すととのでき左い

ものといえよう。

5 0年Kは、もう一つの日本人の手K念る遊

びの哲学書が出版された。大沢正道『遊戯と労

働の弁証法JJ(紀伊国屋書庖)である。大沢は

「自由の実現の前提」である労働と、「自由の

実現の表明Jである遊戯の弁証法的関係を分析、

労働と遊戯が対立し左がらも、その関係のダイ

ナミック念運動の中でとそ、遊戯の真の生命が

生きるのだとした。

5 0年Kは、別宮真徳Ii'rあそびJの効用ー
やぶKらみ人間学JJ(産業能率短大出版部)が

出て、ととでは、豪物の遊びと人間の遊びKつ

松田道雄編rあそびJJ( Ii'私のアンソロジー 6JJ いての考察が主?と念われた。
筑摩書房)が出され、 48年Vては、和歌森太郎 ホイジンガの『ホモ・ルーデンス』が翻訳出

『遊びの文化史JJ(日本交通公社出版事業局〉 版されてから 10年余をへて、遊びはようや〈、

が出版された。つづいて、 49年Kは、「遊の その概念把握のむずかしさが認識されるようK

世界」はそのまま「美の世界」であると主張す 念り、遊ひ明究の新しい視点が要求される『てい

る多国道太郎『遊びと日本人JJ(朝日新聞社) たった。

が出版された。本書の中の「遊びと日本人」の グアンヂャナットが47年沙諸ら 49年κかけ

章は、 48年VLIi'朝日ジャーナルJJVL連載され て10回Kわたって行念った遊び研究のための
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シンポジウムの報告は、遊ひゃがいかI'Lrあいま
い、かっしばしば矛盾し合う構成概念」より在

る複合概念であるかを明らかKしている。(同

報告は、 51年1'L31書房から、岡敬三ほか

『く遊び>の研究』として出版されている。)

ζとでは、 f仕事と遊びを人聞の生活の中で

統合し一体化させるという考え方、ナ左わち新

しい"生活の論理"とそ、私たちの思想といえ

ます」と締め<<っているよう V亡、新しい「生

活の論理」を探求するととで「遊び」の新しい

概念、をつ〈り出そうとする意欲がみられる。

しかし、遊びを、仕事、労働や、実生活、日

常念どと対立するものとしてとらえる考え方が

まちがいであるととを指摘した論文が現われた。

山崎正和「遊戯論批判J( Ii'中央公論~ 1975 

年 7月)がそれである。

山崎は、「遊び論」の流行は時事的念ものV亡

すぎず、過程を忘れた目的への集中Vてよって生

じた類廃のー環として現われたものだと断定し、

ホイジンガの遊びの定義もカイヨワのそれもと

もK、「それらの定義をひとつづっ現実と照ら

しあわせて見ると、遊びの特徴は明らかKなる

どとろ治、かえって実生活の諸性質のまかへ没

してしまうととがわかるのである」と言う。

遊びは休息Kほか左ら左い、と山崎は言う。

「だが、いうまでも念〈遊びが休息だというと

とは、それが日常生活の外Vてひとつの独自の世

界をつぐるというととを意味し念い」のである。

山崎論文の目的は、遊びtてついて論ずるとと

では念〈、生産至上主義への批判として現われ

た遊び論を批判するととKあって、時事的左類

廃としての遊戯論よりも、「現代人K必要念の

は行動そのもののデザインであり、刻々の動作

がそのまま次の動作を励ますよう念行動のスタ

イJレの創造なのである」とするととろKあるの

だが、との論文は、今後の遊び研究の流れK何

らかの影響を与えずKはむか念いであろう。

余暇研究のこれまでとこれから

以上、戦後の余暇研究の動向を娯楽研究、レ

クリエーショ y研究、レジャー研究、遊び研究

の四つの流れK分けて見てきた。とれまで、と

の四つの流れは、それぞれの研究の中で、大き

念一つの流れとしてとらえられてきたものであ

った。し:かし、たし:かKそれらの流れは何らか

の点で共通点があり、重念り合う面もあったが、

それぞれの流れを男!JkI'L見るとき、そとtては明

らかK独自の性質が現われているととがわかる

だろう。研究者も、それぞれの流れKよって、

あるいは体育学、教育学の専門家、あるいは社

会学、経済学の専門家、あるいは心理学、哲学

の専門家、あるいは文学、歴史学の専門家とい

うようK、その流れK関わる分野Kよってちが

いが買られた。

余暇研究と一口K言うととがはばかられるほ

ど、それぞれの流れKは、それぞれの独自性が

あり、それらの研究の幅の広さや、深さは、た

ん念る余暇研究を大き〈超えるものが観察され

る。

また、レクリヱーション、娯楽、レジャー、

遊びの研究K特長的念ととは、ほとんど専門研

究者がいをいととであろう。ょうやれレクリ

エーションの分野K、自他ともK認める専門研

究家が現われ始めたととをのぞけば、それぞれ

の分野の研究は、先Vてあげたよう念、別の専門

研究家の余技として主?と宏われてきたKすぎを

かった。

日本レクリヱーション学会と、その機関誌

『レクリエーショシ研究』の存在が、とんどの

レクレオロジ-Recreology(レクリエー

シ曹ン学)の確立を約束して〈れるかもしれ念

いとしても、なそらくレジャー、娯楽、遊び等
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は、今後も、関連する別の分野の研究者Kよっ

て研究がすすめられるととK念りそうである。

(提唱されているルドロジー Ludology ー

グーム学ないし遊戯学ーは、当面レクレオロ

ジーの一分野としてとどまるだろう。)

とれまでκ行宏われてきた研究、 ζれから進

められるであろう研究を整理するとつぎのよう

K念ろう。

娯楽一文化史的研究、社会学的研究

レクリエーションー基礎理論、心理学的研

究、生理学的研究、行動科学的研究、レクリエ

ーシ，.;/指導、レクリエーション管理、レクリ

エー γョン・セラピイ、レクリエー γョシ資源、

レクリエーショ Y施設、レクリエーション空鳳

レクリエーション運動。

レヅャーーレヅャ一時間、レジャー活動、

レジャー産業、レジャー・マーケット、レジャ

ー消費行動、レジャ一政策行政。

遊びー哲学的研究、文化史的研究、社会学

的研究、心理学的研究。

念辛子、今後K残された研究として、ょうやく

取り組まれ始めた労働と遊び、仕事とレジャー

といった、いわゆる余暇活動と生産・労働との

関係(対立あるいはつ念がり)があげられよう。

かつて、労働と余暇活動は、未分化であったと

言われる。階級社会が生まれてからのレジャー

・クラスKも、労働とレジャーの対立は存在し

念かった。レジャーがすべてであり、レジャー

だけが人生であった。マス・レジャーの到来は、

すべての人聞がレジャ -VL生きるととを要請す

る。レジャーはもはや、生活Kかける余暇(余

ったひま)では念〈、生活の基本K念ろうとし

ているのである。

レクリエーション、遊びの研究は、とうした

マス・レジャー時代Kなける人聞の生き方を決

定する重要念研究として認識し念bされるべき

であろう。労働とレジャーは、そうしたコンテ

クストの中で、対立するものから、統合された

ものへ変り、新しい人間像、新しい生活像がそ

とから描き出されるととK念るKちがいをい。

余暇研究のすべては、それまでの、プヒん念る

プロセスでしか念いともいえるのである。

( 1 97 6年6月)
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レクリエーシヨン教育K関する研究

一中・高校の保健体育教科書及び、大学K於ける

レクリエーション講義の現状調査一

序論

東洋大学短期大学矢川律子

立教大学石井 允

東洋大学短期大学坂口 正治

リエーショ Y活動の基盤として重要念問題と考

余暇活動(遊び)の歴史は、ホイヅンガーの える。

宗教的諸行事(神遊び)から儒教的倫理観Kも

とづ〈、あそび軽視の感情から権回保之助の人

間本来の欲求としての娯楽の意味論から、そし

て戦前K於ける生産のための慰安Kいえるまで、

それぞれの時代Kよって余暇のもつ意味が変っ

てきたといえる。

戦後レクリエーションはアメリカ主導のもと

K新しい民主化路線の中で生れ、さまざま念論

議を受け左がら活動面ではレクリエーション協

会の発足、レクリエーション指導者養成や講習

会、レクリエーション大会等、職場K地域社会

に広〈日本人の心の中『亡、どう tてか定着してき

た。しかし、戦後 30年の歴史の中でも 60年

代の高度成長時代Kは、レクリヰーションK変

る言葉として、レジャーとかバカンス語念ど或

る意味では、レクリエーショ;/(!L対する言葉と

して使われ、 7 0年代Kは働きすぎ日本人への

批判から、石油ショック Kよる成長のつまづき

の様相をみせ、一方情報化社会Vてよる青少年の

創造性や体力の問題等、生活態度の深刻念疑問

が提示されて来た。そのよう念時代の変化の中

でレクリエーションがどのよう念理念を持ちえ

たか、学校教育の中で実際Vてどのよう念理念Vて

もとづいてレクリエーション教育が念されてい

るかをさぐるととは、今後の日本Vてなけるレク

1. 研究目的

本研究は以上の点から今回は特K、中・高校

の保健体育の教科書の内容分析調査と、大学K

於けるレクリエーション講義の実態を明らかtて

するととKよって、今後のレクリエーシ冒 Y教

育の一考察としたい。

1I.研究謂査の内容

1. 中・高校の保健体育教科書の分析研究

2. 大学教育K於けるレクリエーション講義

の調査

m.研質調査の時期、対象、方法
1. 調査時期

昭和 49年4月-6月、中・高校保健

体育教科書

対象 中学校4社、(講談社、東京書籍、

中学校4社、(講談社、東京書籍、教

育出版)

高校8社、(講談社、教育出版、学研

書籍、一橋出版、大原出版、第一学習

社、中日本スポーツ研究会、大修舘)

方法

中学校4社、高校8社K於ける教科書

の項目別及びベージ数、内容tてついて

調査検討した。
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2. 調査時期

昭和48年 4月-5月下匂

対象

全国総合大学、専門大学(理、工、医、

薬、農人商、音、芸大)など体育専門

大学は含まず、短期大学の合計 383 

校を地方別K選び質商紙法Kより調査

した。

回集総数 1 7 8校

総合大学 8 4校

専門大学 36校

短期大学 24校

不明大学 34校

地方別

北海道 8校

関東 4 1校

教科書調査

中学校教科書(4社)

l者ミ 全編
同

講談社 230 

東京書籍 226 

教育出版 238 

学研書籍 228 

計 922 

東北 1 2校

東海 1 7校

体育編

骨 (ゆ
70 30.4 3 

68 30.08 

65 27.31 

67 29.38 

270 

近畿 3 5校 中国 10校

四国 6校 九州 15校

無記名校 3 5校

N. 結果と老察

調査I(!L関しての結果

付) ページ数

中学校保健体育教科書の中でのレクリエーシ

ョン関係の内容は全体の平均4.55 '1も、高校で

は全体の平均6.91 '1もである。

しかもレクリエーション内容としてとらえた

ものの中Kは、中学校の「社会生活の変化と運

動JI産業の発達と運動」表2とか高校の「ア

マ・プロスポーツJ表4等、直接レクリエーシ

ョンと関係の念いものも関係項目として含めて

いるのでそれらを削徐すれば、もっと少左いパ

ーセント(!Lt..るο

保健編 全編の中の'Rec体育編の中のiRec

国 (<?~ 骨 (効 国 (<?~ 
153 66.52 8 3.4 7 8 11.42 

151 66.81 10 4.4 2 10 14.70 

167 70.16 11 4.62 11 16.92 

159 69.73 13 5.70 13 19.4 0 

630 42 42 

4社の平均 230.5 68 29.28 157.5 68.32 10.5 4.55 10.5 15.55 

中学校教科書でレクリエーション項目として関係があると思われる内容

運動Kよるレクリエーションの現状 g 

レクリエーションの意味(5行)
I 3 1 P 6行

現代生活と運動の必要性

余暇の増大と善用 E 

わが国のレクリエーション活動

地域社会とレクリエーション

社会生活の変化と運動

産業の発達と運動

ー 20-

6 P 2 0行

2 P 9行

表 1

表 2



教科書調査

高等学校教科書(8社)

み悲之 全編 体育編 保健編 全編の中の
Rec 

同 同 (ゆ 同 ('1~ 同 ('1~ 
一橋出版 227 74 26.71 152 54.87 17 6.13 

大原出版 248 76 30.64 1 71 68.95 23 9.27 

教育出版 236 81 34.32 147 6228 17 7.20 

学研書籍 241 78 32.36 162 67.21 1 5 6.22 

第一学習社 236 76 31.14 159 65.16 17 6.96 

中日本スポーツ 244 77 31.55 159 65.16 13 5.32 

大修館 243 67 27.57 168 69.13 14 5.76 

講談社 249 80 32.1 2 160 64.25 17 6.82 

言十 1，924 609 1278 133 

8社の平均 247.75 76.12 31.65 159.75 66.42 16.62 6.91 
』ー

高等学校教科書でレクリエーショ y項目として関係があると思われる内容

現代生活と運動

都市化の現状と運動

産業の形態の変化と運動

職業生活と運動

(職場体育・レクリエーションの意義)

余暇の増大と運動

現代社会とスポーツ

スポーツの変遷

現代スポーツの発展(動行・特性)

スポーツの定義(概念)

アマ・プロスポーツ

わが国の体育レクリエーション

法律と行政機構(制度)と問題

組織団体

(公共・職場・営利・学校)の現状と問題

7P 

5P 

1 0 P 

各国の概況(世界の体育・レクリエーション) 9 P 

レクリエーションの現状(制度)

今後の体育・レクリエーションの問題

スポーツのレクリエーションイヒ

野外スポーツの隆盛

体育編の中の
Rec 

同 ('10) 
17 22.97 

23 3026 

17 20.98 

15 19.23 

17 22.36 

13 16.88 

14 20.89 

1 7 21.25 

133 

16.62 21.83 

表 3

※ページ・行数Vてついては教科書であつかっている項目の平均 表 4
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(ロ)内容

内容Kついては、生活との関係、社会との関

係、行政との関係といったよう Vてまとめた。全

体を通して感じられるととは、社会生活と運動

(中学)、社会生活と体育(高校)という運動、

スポーツ、社会体育といった関連の中でレクリ

エーションの問題を取り扱われていると思える。

またレクリエーションの意味と治、意義tてつい

ては、あまりくわしくふれてい念い。

調査1VC関しての考察

保健体育の教科書であるのでレクリエーショ

ンのとらえ方も当然「運動・体育・スポーツJ

といった立場で取り扱かわれると思われるが、

それKしても「レクリエーションの意味J(表

2 )のようK、もっと詳し〈書かれていてもよ

いのではをいか、ページ数Kしても保健理論と

比較してあま!JVCも少左すぎる。

らL上の点から考えられるととは、レクリエー

ション=スポーツ、レクリエーショ y=連動と

いった、レクリエーションK対するイメージの

問題である。イメージの研究は高橋和敏氏や数

人の研究があるが、表5は東洋大学短期大学生

の調査を表わしたものである。

とれKよってもやはり種目反応の傾向はまぬ

がれ念い。しかし下位ではあるが「青空」とか

「余暇を過どすJr生活Kうる会いを与える」
「命の洗濯Jr人間」念どのレクリエーション
の心理をつかんでいると思えるものもでてきて

いる。

レクリエーシ冒ンがイメージとして旅行、運

動、スポーツ、種目反応が圧倒的念のは中・高

校、教科書の影響念ども考えられる。

レクリエーションの意味あいとしての「生活

Kうるbいを与えるJr余暇の過どし方」とか
「傭人としての生き方」ゃ「個と家族Jr偶と
社会」等、運動、スポーツだけで念〈広い意味

での余暇活動としてとらえる必要があろう。ま

た言葉のもつ概念、規定とか、レクリエーション

活動の意味あいや、理念等Vてついても、もう少

しふれる必要が念かろうか。

レクリエーションという言葉からくるイメージ調査

解答者数 1 9 5名 (解答数は制限ぜず)

対象 東洋大学短期大学生(s 4 7年調査実施〉

!願
種 目

人 !願
種 目

人 l原
種 呂

人 !憤
種 目

位 数 位 数 位 数 位

1 旅 行 69 8 ピクニック 25 16 生い活をKうるb与える
4 16 マージャン 4 

2 スポーツ 50 9ポーリング 19 位 命の洗濯 人 位 家 庭 人 l

3 遊 び 41 10 青 空 18 以
ドライブ

以 つ り

笑 レ、 散 歩
4 楽 しみ 36 11 運 動 1 6 下 1 下 1 

趣 味 人 間
5 パレーポール 32 12 グー ム 12 

若 さ
人
読 書

人|

6 ハイキング 29 13 人の和 8 ゆ と り ホーム・Jレーム

6 フォークタ.ンス 29 14 余暇を過どす 6 コー JV フ 軽スポーツ

7 自 然 26 15 団体でやる 5 憩、 い その他

表 5
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表6はレジャ-I'Lついてのイメージであるが、 「上野駅の時刻表」といった退廃的念イメージ

むしろレクリエーションKくらべI:t~金を使う」 がでてきている。

とか「人の波JI疲労JI余暇のうめあわせ」

レジャーという言葉からくるイメージ調査

解答者数 195名 (解答数は制限せず)

対象 東洋大学短期大学生(S 47年調査実施)

!願
種 目

人 !瞭
種 日

人 !願
位 数 位 数 位

1 旅 行 70 9 人の波 10 13 

2 ドライブ 46 10 疲 労 8 位

3 会金を使う 24 11 楽 しみ 6 
以

4 遊 び 23 11 ハイキング 6 下

5 ポーリング 1 7 11 個人的念遊び 6 

6 スポーツ 14 11 暇 6 

7 ゴ Jレ フ 12 11 つ り 6 

8 スキー・スケート 11 12 青 空 5 

8 休 J患 11 12 ストレス解消 5 
---'------

調査 21'L関しての結果

レクリエーショ Y講義を行念っている大学

8 7校、 49 'Yo、行念ってい念い大学 91校で

5 1 ~もと約半数弱が何らかの方法でレクリエー

ション講義を行左っていると思える。

1A 保健体育理論の講座の中Kレクリエー
シ習ン講義を行念っていますか。

図1

行在っていませんか。

行左って

いない

9 1校

5 1 'Yo 

行宏って

いる

8 7校

4 9 ~も

種 目
人 !願

種 目
人

数 位 数

家庭サーピス 4 13 ブルジョブ 4 

ショッピング 人 位 レンタカー 人

マージャン
以
〈だら念い

1 下 1 
パチンコ 上野駅時刻表

人
会話・

人
遠 足

自己満足

白 曜 日 大人・キャンフ.

余暇の
芝 生

うめあわせ

田 舎 そ の他

競馬，競輪

表 6

しかし、時間的Kみると 2時間-4時聞が多

(70<?oを示している。

安保健体育理論の中I'LRecreation講義
を含めている大学の時間数Kついては

2時間-4時間の聞が一番多〈見られ
た。

2時間

4時間

7 0 ~も

図2
¥¥一一----

内容『てついては、表 5のようKさまざまの内

容を含んでいると思える。
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保健体育理論の講座の中Kレク

リエーシ胃ン講義を行宏ってい

まい場合必要性を感じますかと

言う質問K対する回答理由とし

まして.

① 必要と思うので現在検討中……..7校

② 時間的K許せば行念いたい……… 6校

③ 必要と思うが教員不足、大学の事

情で行念え左い・H ・H ・...・H ・..………・ 6校

④ 必要と思うが現在行在ってい左い

その理由としては表6¥'C示している。

l-B-a 

Recreation講義のテーマ

Recreationの意義……・ 29校

Recreationの概論....・H ・.21校

現代社会と余暇・H ・H ・-…....・H ・..1 2校

体育社会学の中のRec......・H ・.1 1校

-内容

l-A-C 

①

@

@

@

⑤

 
余暇とRec r e a t i 0 n ...・H ・..1 1校

Recreation活動と方法… 11校@ 

体育スポーツとRecreation… 1 0校⑦ 

-… 5校
⑤ 健全念生活を営む上で大切....・H ・.5校

@ 余暇の増大Kとも念う多様性は現

代K於ては必要・H ・H ・......・H ・.....・H ・.4校

⑦ 余暇の善用のためK必要…...・H ・..4校

⑥講義の一部としては必要・H ・H ・.....3校

l-B-b 必要性を感じませんK対する質

聞の回答理由としましては.

① 持業の中で関連性を持って話して

いる…...・H ・.......・H ・..…....・H ・...・H ・.3校

@ 他の分野¥'c中心を置いている…… 2校

@ 授業としてはあまり必要性を感じ

念い・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・...……..2校

④ 時間的K余裕が念い・H ・H ・...・H ・....2校

表 7

5校Recreation対策と問題点

Recreati佃指導(リーダーの

@ 

@ 

4校あり方)...・H ・H ・H ・........・H ・..……

4校職場とRec r e a t i 00  • ⑩ 

その他tても多くのテーマ・内容があります。

Re c r e a t i 00の管理，行政，生活と

Recreationの実

際， Re c r e a t i 0 nと遊戯，野外活動

(キャンプ)， Re c r e a t i 0 nの実態と

Recreatioo， 

現況， Re c r e a t i 0 nとLeisure，

地域社会とRec r e a t i 0 n ，労働と遊び

Re c r e a t i 0 nの社会学的立場， Hec-

reati 00の心理学的立場，余暇時間と

Re c r e a t i 00施設や機関身体的立場

他の学部、学科のカリキュラムやゼミのテー

マとして扱っている大学は 19校で 11φ程度

で、 し:かも特喋大学や学苦瓜専門大学で主?とを

われている。

の訪問

2. 他の学部、学科のカリキュラム又はゼミ

のテーマとしてレクリエーション関係の講

座を設けているととろがありますか。

行なってい念い大学の中で必要を感じている

と解答した大学は62校の68 ~もであり、必要

を感じ左いの解答は29校の 32 ~もである。

行宏ってい念い場合、必要性を感じ

ますか。感じませんか。

1 B 

教員養成科 …….....・H ・...8校

独立した科目....・H ・....・H ・..2校

社会教育科・……..，・H ・-…・・ 2校
教育学科....・H ・...…....・H ・..1校

社会福祉学科…....・H ・...・H ・3校

野外教育…....・H ・....・H ・....1校

不明だが行在っている……2校
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感じる

6 2校

6 8φ 

2 9校

3 2 ~ら
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図4

159校

8 9 ~も

設けてい念い

調査 2VC関しての考察

多〈の大学がその必要性を感じていると里、わ

れるが、その半数以上が辛子と左ってい念いのが

現状で、 bと在っている大学でも、 2時間-4

時間程度で特殊左大学をのぞいてほとんどが体

育教科内でとらえられている。

即ち、保健体育理論の中で2-3時間をレク

リエーション内容を含めて話されていると想像

される。内容的にも講義として確立されてい念

いのが現状で、今後学校教育の中KどのようK

位置づけてゆくかを考える必要があろう。

あとがき

産業社会Kあっては、余暇の問題やレクリエ

ーションの問題は、時代が変わろうとも労働と

の関連VC:Jo-いて生まれてくる。

その意味からレクリエーションは、生産活動

の半面として重要念役割を果たすととは、今日

までの歴史が示した明白念事実である。

ζのような意味VC:Jo-いて、レクリエーション

K、もしも理念というものがある左らば、レク

リエーシ冨ン教育は重要な教育として、考え念

ければ念ら念い。

戦後の我が国は「新し¥r、日本国憲法jを確定

し、その理念実現のためI'Lf教育基本法」を制

定した。

新しい教育の理念、が教育基本法K書かれてい

る第 1条(教育の目的)r教育は人格の完成を
めざし、平和的な国家及び社会の形成者として、

真理と正義を愛し偶人の価値をたっとび、勤労

と責任を重んじ、自主的精神K充ちた心身共K

健康念国民の育成を期して行左われ左ければ念

ら念い」。簡単Kいう念らば、「個人の価値を

重んじた豊か念入信牲の育成tとあるJとも言え

よう。

以上の点からレクリエーション教育の理念も

また豊か念人間性の育成Kあると言えよう。戦

後30年の歩みの中で理念、はもとより制度の上

でも一つの岐路K立っていると言える。制度は

理念を体現する形態であり、制度が大きぐ変え

られるととは、理念が全面的K否定されるとと

Kも走る。その意味でも理念と制度は、切って

も切りは左せ念い関係Kあると言えよう。

例えていう念らば、戦前の理念は「天皇主権」

「絶対主義Jf軍国主義Jといわれるものであ

って、レクリエーションは、そのための生彦ょ

しての意味を強め、個人の主体性は意義をもた

左かったと言える。また今日K於いての後期中

等教育VC:Jo-ける科目偏重や受験制度で学校より

も塾中心Kよって自主性や創造性の芽をつまれ

体力を失いつつある、青少年の専を見るK、理

念と制度の〈いちがいを感じざるをえ念い。

とれはまさKレクリエーション教育以前の問

題である。レクリエーション教育が豊か念人間

性を目ざしているとすればとのよう念節度上の

問題をまずチェックする必要がある。レクリエ

ー γ ョン教育は他の教科の反面を VC~ うものと

して将来社会人として立ち、新しい時代をK念

うべき若者逮の学校教育K於けるレクリエーシ

ヨンの位置づけはもっとも重要念課題といわ左

ければ左ら念い。

戦後 30年、我が国忙於けるレクリエーショ
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ン活動はめざましいものがある。 参考文献
レクリエーション運動は現在まで広い視野K

立って働きかけをしてきたとは言え、今一度と

れまでの歩みを援り返り念がら、確たる新たな

運動の構想、を打ち立てる必要を感じる。ととK

具体的提言をいわせてもらえる左ら、まず不変

的レクリエーションの理念の追究と学校教育と

命l肢との関係、行政との関係の研究が一層念さ

れるととを切K望む。

そのためKレクリエーション学会と平行K研

究会を創設するととも必要では左かろうか。
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大学体育指導者研究会報告書E

中・高校保健体育教科書(1 2社 49年版)

レ リエーション研究(1-5号)

文部省「中・高校指導書」東山書房

日本レクリエーション協会

「日本レクリエーシ冨ン協会二十年史」

レクリエーションの構造論(経済企画庁)

レクリエーションの文化史(岸野雄三他書〉

生涯体育論(前)I峰雄著)

青年の条件「炉持される人間像」への疑問

(佐古純一郎・隅谷三喜男・室俊司共書〕

遊びと人間(カイヨワ)

ホモ・ Jレーデンス(ホイジンガ)



ザレクリエーシヨン施設K関する技術的検討

...・H ・陸土競技トラックの事例研究…..

奈良女子大学住居学科教授 近藤 公夫

陸上競技場の走路K関する研究は従来からそ

の舗装K関して多〈の成果があり、それがとの

半世紀余りの間Kシンダー・ 7ンツーカ・ター

タン・レコルタンなど施設¢政良を促して来た

ととは周知の通りである。

たとえば 1968年K挙行されたメキシコオ

リムピックが陸上競技の短距離や跳躍K従来の

配録を一掃する成果をあげたのは、その地理的

条件はともか〈、新しv、タータントラックの力

Kよる所が大きい。

ついてのセパレートコース化は問題の外K考え

られる。

まして 10 0米 11秒そ乙そとのスピード

で走る 1，600m継走やそれι止のスウヱーデ
ンリレーや 800m継走の場合、コーナーの争

奪Vてか Lわる事故の例は決して少念〈左い。

とれ等の問題は現在その検討が等閑Kされて

いるかK見える中尖3心円型走路の問題Kつい

て、念 b、考慮の余地があるととを思わせる。

特K:200mや400mや中障祷の競走Kあ

他方、とれK対して走路の平面Vてついての研究 ってスタートダッシ且の要求K対し、コーナー

究は戦前K多〈の提案があり、アテネのスタデ の級が記録の向上K大きく影響するであろうと

イオ:.-"K:見られる急曲走路の例から、曲走路曲 との自明を考えれば、その意味でもとの問題を

率の緩和された単心円走路のほかつぎの各々があ 検討するととの積極的念意義は考えられよう。

ある。

中鈍3心円走路、その極端念ものは長方形の

4隅を曲走路で連ねた形状と在るが、フィー

JレドKフットポーJレグラウンドを設ける左ど

Kは使とされる。

中尖3心円走路、ディーム・ザイフェルト両

氏がベルザンオリムピック当時K提案したも

ので、直走路から曲走路への移行がスムース

K:~るのを特長とする。

現在、 ζれ等の言者走路は設計施工上の便不便

~どtてより取捨されて多ぐが単心円走路の形状

をとりつ hあるが、直走路から曲走路への移行

がスムースを欠〈結果、時K走者間の事故を生

むとと念どその例は多い。

たとえば 800m競走念ど 100米K換算し

て13秒K近いスピードで争われるのが世界的

K見ての実態であるKもか』わらず、全距離K

との小文はか』る問題意識Uてたって試みられ

た陸上競技場走路の幽走路K関する疾走実態の

検討であり、いわばディーム・ザイフェルト両

氏案念どの諸提案K関する追試的念実験の報告

である。

実験はっきeの要領で実施された。

場所京都大学運動場(1周500m、中鈍

3心円型シンダートラクク、幽率半径

は 30mと60mをもち、昭和 11年

造成)

時期 6月晴天日(無風〉午後

走者 M(200m22秒6、スプリント)

T(200m22秒6、スプリント)

Y(200rIl22秒5、スプ1)ント)

M、T、Yは 400mリレーメンバー

( 4 3秒 1)、 M、Yは 1.60 0 mリ

レーメンバー(3分 25秒 6) 
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実験運動場K直走路・緩曲走路(曲率半径 のみからしても、以下のよう左判断が可能であ

60m)・急曲走路〈半径 30m)の ろう。

30mコースを設定、 3走者それぞれ 直走路と近似する優利宏条件をもって曲走路

の全力疾走を反復計時 を計画するKは、曲走路の曲率半径として 60

結果次表(OourseRecord Table) m程度K設計するのが望まし〈、特Kそれが直

の通P 走路との連続部K設置されるのが記録の向上K

直走路 緩曲走路 急曲走路

M 4秒 O 4秒 1 4秒 2

T 4秒 1 4秒2 4秒4

Y 4秒 1 4秒1 4幸長2

平均 4秒o7 4秒 13 4秒 27 

偏差 0秒o5 0秒o5 0秒o9 

低下 0秒o6 I 0秒 14 

備考 曲走路のスタート K当っては陸上競技

の慣習tてよりコース巾員を活用して許

容し得る限り直定としたため、緩曲走

路では約 11m、急、幽走路では 8m強

が直走される結果と念った。

との結果Kついて見ると、走者それぞれの特

性を捨象し、すく念〈とも次の傾向が認められ

る。

ひとつは所要時間の直走路よりも緩曲走路、

さらK急曲走路Kかける場合の方が増大する事

実であり、との実験で見る限b曲走路の半径が

無限大から 60mと念る場合の増大よりも、 60

mから 30mVL1.cる場合の増大の方が著しい。

他のひとつはそれぞれの偏差値の比較Kつい

てYあって、と hでは直走路と緩曲走路の間K

は相違が見られ念いのK対し、急、曲走路の場合

K他よりも大きい相違が算出されている。

との他Kも問題を詳細K検討すれば指摘され

るべき事象はあり得ょうが、とのふたつの傾向

効果あるよう考えられる。

まえとの種の幽走路の走者K沿よほす影響は

急、曲走路K会ける記録偏差が他の例より大きい

事態から見て、緩曲走路の方が走者K平等の影

響を持ち得るとの判断も、とれから求められよ

う。

とれ等は陸上競技場の走路Kついて、その緩

曲走路がランニングK対して持つ利点であり、

ディーム・ザイトフェルト両氏の試案から後、

検討されるととの少左かった陸上競技場の平面

計画Kついて問題の検討されるべき余地を示唆

する知見と考えられる。

以上、中尖 3心円走路の試案が現時点VL$-い

て検討をうける余地を持つととへの問題提起は、

無論、「との種の陸上競技場があらゆる意味で

望ましい」念どと言う安易念朝断K短絡するも

のでも左〈、またそれはとの小文の目的でも念

ν、。

事実、との種のトラックあるいはその発展の

上K考えられるスパイラルトラック念ど、いず

れもその造成K当っては解決すべき技術的念問

題も多〈、また競技の運営VL$~いても未経験の

走者KとP困惑を招くような事態はあり得ょう。

し:かしそれ等の可能性をもふくんで、新しい

走路の積極的念研究はひとつの課題たり得べき

ととを指摘し、との問題提起としての小文を結

びたい。
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フィジカル・レクリエーシヨン成立を促がす要因分析
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林の数量化理論第E類を用いてー

大阪体育大学

東京大学

筑波大学

文部省

多〈の変量を同時的K処理する多変量解析手法

の適用が望まれた。

し;かし、スポーツ行動のよう念社会的行動の

説明変数として考えられる要因の多〈は、 ~IJえ

tr~)j IJ、職業念どのよう K、一次元連続直線単
調増加を想定しえ左い非連続的変量であり、

つばら量的変量のみを取り扱かう因子分析や判

<研究の目的>

本研究は、属性の多変量解析手法である林の

数量化理論第E類を用いて、スポーツの実施層

も

-非実施層を構成している諸要因のウエイトを

カテゴリ一個hのスポーツ実施・非実施へ

求め、両属の弁別K働〈要因聞のウエイトの比

較、

の寄与の方向等から両層の特徴を多次元的K記

別函数等の従来の多変量解析手法をとれK適用

するととは菌難であった。
)へ10)

林の数量化理論は、カットマンの態度測定K

なける尺度解析手法の考え方から出発し、定性

的属性の各カテゴリ-vc目的K対して妥当念数

述するととを目的としている。

く研究の方法>

問題の所在と数量化理論

人々の余暇行動、すかんず〈スポーツ行動は、

62鵜する集団、地域あるいは国の歴史・社

1. 

値を与えるとと Kよって定量的変数と同様K多

変量解析を施とす独創的念理論である。数量化

会的・文化的文脈の念かで理解され念ければ念

らをいととは勿論である。しかし、その文脈を

踏えたうえで左な、性や年令等の人口統計的属 理論は、外的基準の有無、要因が質的か量的か

VてよってI類からN類までK分けられ、多〈の
l!.)・J?l.，);3).:J41:，15)・W)
分野t亡、用されている。

本研究で用いた林の数量化理論第E類とは定

性、職業や収入、自由時間等の社会・経済的属

性、さらtては仲間・指導者・施設等の環境的諸

条件の影響を受けているとともまた、定最学ス

ポーツK関する諸研究、玄種世論調査左どの明 性的左属性が外的基準(被説明変数:今回の場

合はスポーツの実施・非実施)として与えられ

ている時、各々の要因(説明変数:例えば自由

らかKしてきたととろである。

とれらの要因は互いK関係しあい、ととろで、

時間や収入念ど)が外的基準K対してどの程度

の大きさで影響しているのかを計算するもので

繋がりあって全体として人々のスポーツ実施K

影響を与えているととを考えれば、単独の或い

は 1-2個の要因を他の要因と切り離して考え ある。またとの時の要因の個々のカテゴリーの

外的基準への寄与の方向(つまり「スポーツ実

施」あるいは「非実施JどちらK影響している

のか)と大きさ(影響力の強さ〉から、外的基
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とれらの要因を全体として取り扱か

い、その左かで個々の要因とスポーツ行動との

関係を全体的関連でみていくととが望ましれ

るよりも、



準を最も良〈説明するよう左回答パターンを求

め、要因の構造化をはかろうとするものである。

数量化理論の余暇活動、スポーツ活動分析へ

の適用例とじては、品、恥、さら峰済企

画庁余暇開発室の仕事がある。

守能はE類を用いてスポーツ実施層の分析を

行念い、「未・既婚J、「収入」、「余暇活動

への満足度」等の要因がスポーツ実施の大き念

規定要因であるととを明らかKした。しかし、

相関比が低〈スポーツの実施層・非実施層の判

別が十分K成功しているとはいえ念い。牧田は

E類を用いて余暇活動の分類を行なう念かで、

スポーツ活動が「若者的」、「慰安的」、 「一

般的」の諸特性を持つととを明らかKしている。

経済企画庁余椴開発室はI類を用いて将来のス

ポーツ実施量を推定するととを目的とした研究

の念かで、個hのスポーツ活動と要因との対応

関係、例えば競技型スポーツの実施Kは「年令」

「職業J、「性」念どの要因が強い規定力を持

っているととを明らかKした。しかし、スポー

ツ行動の実施・非実施K焦点を据える本研究と

は自からその性格を異Kしている。

2. 調査の方法

本研究で用いたデータは、議済企画庁を中心

K関係6省庁が 1973年K、ーの関、君津、

熊本の各市をモデル地区として実施した「コミ

ュエティ施設整備計画調査JI'LTいて、文部省

が担当した「住民意識調査」の調査結果K基づ

いている。

1)調査時期:1 9 73年8月25-9月

3 0白

2) 抽出方法:等確率2段無策為抽出法と単

純無策為抽出法の併用

3)調査方法:留置法Kよる質問紙調査

4) 有効回収標本数〈率):有効回収標本数

〈率〉は 5.826(70.8"も)

を得た。

抽出比
割標 有標 計標 最標

り本 効田本 算本 本
1次 2次

可
当数 収数 能数 終数

熊本 1:10 1:10 5.221 4，1567 9も79. 2.453 144 

ーの関 1: 5 1: 5 1.753 6I9，2.029 4ゐ 718 42 

君津 1 : 30 1，2日
454 
242 14 

~.3 .，も

しかし、数量化理論K用いる標本は外的基準

の説明変数として採用した全ての要因Kついて、

そのカテゴリーのいずれかK必らず反応してい

るもので念ければ念らず、その結果計算可能標

本数は 3.413と念つむきは、挙算の使宜上

最終標本数を 200として、三地域の標本比率

K併せて熊本 144、ーの関42、君津14を

最終標本とした。

※ HITA08700ライブラリプログラム数

量化理論第E類の最大サンプル数がN=

200である。

3. 分析の方法

1) 外的基準:Iスポーツの実施程度」を五

段階評価尺度でたずね、その結果を以下の 2グ

ループκ大別し外的基準とした。
スポーツ実施層=・ほとんど毎日(週4日らL上)

・時々(週 1-2日)

・時たま〈月 1-数日〉

スポーツ非実施層=・年1-数回

・全くし念い

2) 説明変数

個人的属性→11要因

① 人口統計的要因

性・年令・ライフサイクル

②社会的要因

学歴・職業

@経期句要因
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収入・教養・娯楽費

@時間的要因

自由時間量

⑤ 身体的要因

健康状態

⑥ 心理的要因

スポーツ志向

⑦ モピリティ要因

自動車保有

環境的属性→4要因

①地域要因

② スポーツ環境要因

施設への近接性、空地の有無

情報入手

<分析の結果>

1. 説明変数聞の相関関係

鑓化理論の説明変数として用いる要因は統

計的Kも要因相互間K強い相関関係が認められ

る状態(多元共線性Mu1 t i 001 i n e a ri ty) 

を避けるととが望ましい。表 1は、今回の分析

K説明変数として採用した要因聞の相関マトリ

ックスを示している。その結果、誉2以上の相

関を持つ要因は全部で 18 項目、特~I スポー

ツ志向」は 4項目もの要因と高い相関関係を持

っている。その他では、年令とライフサイクル

• 6 8 4、年令と学歴.4 3 7、学歴とライフ

サイクル.3 9 5、収入と性別.5 0 8、収入

と教養・娯楽費 .407をどの相関の高さが顕

著である。とのよう念説明変数聞の多元共線性

の存在は、要因を色々K組み替えるととKよる

規定力順位のダイナミック左変動を明らかVてす

るζとKよりカパアをされるべきである。

※ 属性の相関係数の高さは、対象となった

属性そのもののレフ 7 ランス (refere-

nce)~ より説明されるべきで、絶対値そ

のものの高さのみを問題とすべきで念い。

国民選好度調査委員会の「日本人の満足度」

ではo.2を有意な高さとしている。

2 相関比と規定力順位の変動Uてよる要因の構

造化

表2は、要因の色々念組み合せtてよる相関比

の大きさと規定力願位の変動の様相をみたもの

である。す~わち、相関比と規定力順位のダイ

ナミック念変動の様相から、スポーツ実施、非

実施を規定する要因の構造化をはかろうとする

ものである。相関比の最大は .5670である。

挙対値そのものの高さからいえば十分K要因κ

よる外的基準の判別が念されたとはいえ念いも

のの、外的基準と要因個h との対応関係があら

かじめはっきりとし念い今回のよう念研究課題

K対する計算結果としては満足のい〈値といえ

る。

ltL~ W 
※ 先述したて丁能や、ニ宅らtてよる適用例で

は最大0.45程度の相関比である。相関比

が 1~近ければ近いほどよいとする立場K

たてば不完全念判別結果であるカミ相関比

の大きさそのものK絶対的念基準は左〈、
他の多〈の適用例と比較しても満足できう

る値といえる。

との場合の規定力とは、 P34 の表 3~示し

たよう K各要因のカテゴリ-~与えられたウエ

イトのうち最大と最少を示したカテゴリーのウ

エイト幅(レンジRange)を各要因どとK求

めたものである。

相関比の大きさと規定力順位の関係がら以下

のととが明らかと念った。

1) スポーツ志向を含めた要因の組み合せが

もっとも大きい相関比を示し、「スポーツの好

き嫌い」という心理的要因が、人hのスポーツ

実施・非実施K与える影響力の大きさを表わし

ている。
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w 
トヨ

1地 域

2年 令

3性 男。

4 健康状態

5 施 設

6情報入手

7 自由時間

8 ライフ
サイクル

9学 歴

10職 業

11空 地

12自動車
保有

13収 入

教養
14娯楽費

15 スポーツ
志向

1 

¥ 
一.018

ー.019 

ー.021

.005 

.060 

ー.020

一.002

一.004

ー.040

ー.054

一.094

一.043

一.040

一.024

2 

|¥ 3 
.003 ¥ 4 
.183 .11 1 ぞ¥ 5 
.085 .016 .074 ¥ 
.053 .001 ー.010 .073 

.090 .048 .121 .134 

.684 .003 .169 .063 

.437 .041 .169 。164

.216 .234 .110 .051 

一.022 .002 .060 .013 

.038 .069 .092 .054 

ー.218 .508 .128 .068 

ー.092 .297 .109 .053 

.228 .228 .229 .118 

表 1 説明変数閣の相関マトリックス

6 

¥ 7 
.040 ト¥ 8 
.035 .088 1¥ 9 
.077 .123 .395 i¥ 10 
.032 .103 .258 .193 !¥ 11 
.046 .080 .000 .038 一.01 5 ¥ 12 
.012 .054 ー.008 .068 一.037 .146 ¥¥ 13 
ー.019 .034 ー.139 .034 .286 .038 .109 ハ¥14 
.048 .1 24 .025 .060 .124 .056 .145 .407 卜¥ 15 
.068 .178 .142 .233 .100 .132 .1 1 3 .157 .171 ¥ 



表2 相関比の高さと規定力順位の
変動

ヨ禦と .5670 .4809 .4764 .4788 .4434 
1地域 12 14 

2年令 3 1 1 1 1 

ノ

3性別 9 5 5 5 4 

4健康
状態

7 3 3 3 

5施設 11 9 9 

6情報
入手

5 4 4 4 

7自由
時間

4 7 6 7 5 

8 ライフ
サイクル

8 1 0 9 10 

9学歴 2 2 2 2 2 

10職業 10 11 10 11 7 

11空地 12 12 

12 自動車
保有

1 3 11 

13収入 8 8 8 6 

教養
14 娯楽費 6 6 7 6 3 

スポー
15 ツ志向 1 

K大き左影響力を持つ要因と念ってい念い反面、

とれらの施設利用K関する情報の入手経路は、

心理的要因や学歴、年令、自由時間等tてついで

規定力の強い要因と在っている。

4)収入と教養・娯楽費を比較すると、教養

.娯楽費の多寡の方が収入よりもスポーツの実

施・非実施K大き~規定力を持っている。

5) 社会的要因の念かでは学歴の規定力が極

めて高い反面、職業の規定力は小さい。

替や年令の規定力の高さと収入の規定力の相

対的低下は前述の余暇開発センタ -vてよる分析

Vてもみられる。健康状態とスポーツ実施との関

連は、主K労働内容との結びつきで愛吉ゃ、私、

理府青少局等の調査が明らかKしてきたととろ

であるが、社会人一般を問題とする場合、年令

(老令化)とからみあう形でのスポーツ志向の

変容の視点を重要視し左ければ念ら念いであろ

う。施設や広場の有無の規定力の低さは、スポ

ーツ活動K関する各種調査結果が一様VLi施設、

指導者、仲間j等の不足をスポーツ実施の阻害

要因Kあげているととと一見矛盾する結果であ

る。し:かし、スポーツを日常的K実施している

ものは遠くの施設でも努力して利用するととか

ら結果としてスポーツ施設や広場の近接性は大

2) スポーツ志向を除いた要因の組み合せK き念規定要因として現われ左いのであろう。む

よる計算結果では、年令、健康状態、性別等の しろ、との結果は有力念コミュニクーション手

要因K規定力順位の顕著念上昇がみられる。と 段と結びついた形での施設の必要性を示唆して

れは、とれらの要因が表 1でも明らか念ょうfて いるといえよう。

スポーツ志向と高い内部相関を持つととから生

じたものであり、

性 1
~ -+A>T--ツ志向→スポーツ実施

年令 「| ・非実施

健康状態 j

の要因の構造化が考えられる。

3)住居付近の施設や空地の有無(施設への

近接性)は、どちらもスポーツの実施・非実施

3. カテゴリー・スコアと寄与の方向

次V亡、もっとも大きい相関比を示した要因の

組み合せを例Kとって、要因のカテゴリー・ス

コア(カテゴリ一個kl'L与えられたウエイト)

K注目し左がら、スポーツの実施・非実施への

カテゴリー個々の寄与の方向をみたのが表3で

ある。勢テゴリー・スコアは、各説明変数内の
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表3 スポーツ実施の規定要国 相関比=0.5670 

アイテム カテゴ 1)- スコアー 刊行 う←O→ しない(吟
レンジ

壬主の順位)
地
君熊 本津

-{).00264 
τ枕"* 0.02799 

-0.01302 (12) 
域 の 関 0.01497 官公

1 5 -1 9 -{).12833 会決食会会会食
年 25-29 -{).00851 
35-3 9 0.0∞54 1年 0.17823 
40-49 0.02310 交交 (3) 

齢 50-59 0.049ω 決食-t:r
60- 0.03248 食食

性 男 同0.04889 会食-t:r 0.09189 
別 女 0.04300 交交 (9) 

ス志
行うのが好き -0.17412 

会食会食会食会カ食食食会会食-t:r
ポ
観るのが好き 0.15911 

0.60842 
両方好き ー0.13378 会食食食会食

(1) 
ツ向 嫌い 0.43430 会ル喝食ル喝食ル喝食ル“公'“食ル吋会ρ、‘食'“食砂、a先b・‘安'、‘砂、‘b吋ル苅ル喝砂、....占ル‘，.、‘ル喝
どちらでも左い 0.23858 

健
快 調 -0.02703 会食
普 通 -{).00515 古今 0.09742 

康 不 調 0.07039 決食食公 (7) 
その他 0.05660 史食食

施 歩いて15分以内 0.03173 交交 0.070571 念 い 一0.01183 ヲた (11) 
設 わから念い ー0.03884 会食

自 1時間未満 0.10266 カ食会会食
由 1-2時間未満 0.01046 

"* 0.13826 
時 2-4以時間上未満 -{).01304 "* (4) 
間 4時間 -0.03560 交交
量 D.K 0.03557 交交

情報
家族や近所の人 -{).04408 会食
会社の同僚 -{).05736 会決食 0.12856 

入
広報 一0.01210 "* (5) 

手
ほとんとス手じない 0.03621 会食
D.K o.ona 安食会食

1 -{).06797 会決食
ラサ 2 ー0.03772 会食

イイ 3 0.025回 食食 0.09355 
ク 4 0.01785 

"* 
(8) 

フル 5 0.02370 会食
6 0.01095 1た

寸"""ー
小・中学校卒 0.04715 会決公
高等学校卒 -0.01918 1年 0.19003 

歴
短大卒以上 -{).11512 会決食会会食 (2) 
在学中 一0.14沼9 会決食会食食会

勤労者 -0.02445 安食
職 自 営業 0.04621 安食-t:r 0.07066 
無

職婦
0.00293 1た (10) 

業 主 0.00飢渇 1年
生徒・学生 0.01271 

"* 
教娯
3千円未満 0.04006 決食

養楽
3千-1万 -0.01773 女 0.11696 

-費
1万-2万 -{).07167 会食会食 (6) 
2万円以上 一0.07690 食会食会
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カテゴリー相互の効き方、方向づけを見るため

に各変数のカテゴリー・スコアーを平均O(tL移

し全体の寸法をそろえてカテゴリー相互間の相

対的比較をしようとするものである。表中の図

でみると〈ー〉はスポーツ実施の方向K、(+) 

は非実施の方向K積極的K反応しているととを

示し、そのスコアーの絶対値の大きさが反応の

強さを示している。前述したよう f亡、との説明

変数内のカテゴリーのスコアレンジの合計(ス

ポーツの実施、非実施のどちらの方向でも原点

からのスコアを加える〉の大きい説明変数が一

般的Kスポーツの実施、非実施K対して大きい

規定力を持っと考えられる。

1) もっとも大きいレンジを持つスポーツの

志向をみると、「自分で行念うのが好きム「見

るのも行念うのも好きJがスポーツ実施の方向

κ、「見るのが好き」、「嫌い」、「好きでも
嫌いでも左い」が非実施の方向K積極的K反応

するカテゴリーと左っている。

2)学歴では「小・中学校卒」が非実施の方

向V亡、「高等学校卒、在学中Jが実施の方向K
反応、している。

3)年令では、 r3 0才」を境Kして、実施
と非実施の方向Kカテゴリーがわかれるが、

r 2 0代と 30代」は原点K近v:ととから、む
しろ、 r20代、 30代jを実施、非実施の境
自の年代としてまとめうる可能性が示唆された。

4) 同様K、自由時間量ではr1時間未満j、
情報入手経路では「全然情報を得てい念い」、

教養・娯楽費ではr1万円未満」の各カテゴリ
ーが非実施の方向K積極的K反応するカテゴザ

ーであるととが示された。

「スポーツを観るととが好き」とする、いわ

ば間接的スポーツ愛好者層は従来施設や指導者

等の念んらかの条件がととのえば容易Kスポー

ツ実施へと移行する潜在的スポーツ人口を形成

するととらえられてきたが、むしろ年令や健康

状態との関漣で非実施層として規定されるべき

である。学歴とスポーツ実施との結びつきでみ

た「小・中学校卒」と「高等学校卒以上Jとの

構造分化は、響原もいうよう問歴が職業や社

会的地位や役割との結びつきが深いととからそ

れらKよって規定される生活の時間的構造や所

得水準K影響された結果とも考えられる。しか

し、本分析K拾いては学歴と職業・収入との内

部相関が低〈、かっ、職業・収入の規定力も低

いととから、学生時代の運動経験や運動K対す

る考え方K与える影響の結果とする方が妥当で

あろう。

4. スポーツ実施・非実施への反応パターY

最後K、図 1は個々のカテゴリーをスポーツ

の実施、非実施別Kカテゴリー・スコアの大き

い順何らべたものであり、粍れらのカテゴリ

ー全体への反応パターンから或1.:個人のスポー

ツ実施・非実施の予測も可能であろう。

※ 但し、常K相関比の高きの制限内である。
つまり、数量化理論第 E類は要因とカテゴ
リーの色々左与え方Kよる相関比と規定が
順位の変動からの外的基準の予測であり、

より高い相関比を示した要因の組み合ぜK

常Kとってかわられる可能性を持っている。

1)スポーツ実施の方向で防、スポーツ志向

「するのが好き J、学歴「在学中」、スポーツ

志向「するのも観るのも好き」、年令r1 5-
1 9才」、学歴「短大卒以上」、教養・娯楽費

r 2万以上」等のカテゴリーが上位を占めてい
る。

2) スポーツ非実施の方向K積極的K反応し

ているカテゴリ -11~ スポーツ志向「スポーツ

が嫌い」、「好きでも嫌いでも左い」、「観る

のが好きJの各カテゴリーが大きいウエイトを

占め、次いで自由時間r1時間未満J、健康状
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態「不調」、年令r50-59才」、学歴「小

・中学校卒」、職業「自営業」、性別「女性J、

教養・娯楽費r3千円未満」、情報入手経路
「ほとんど入手し念い」左どのカテゴリーが上

位を占めている。つまり、とのよう念カテゴリ

ーへの反応パターンを示す人はあまり積極的K

はスポーツを行念わ左いのでは左いかと予測で

きょう。

<総括>

以上の結果、本研究K用いた要因の範囲内で

以下のととが明らかと左った。

1)スポーツの実施、非実施K影響を与える

要因は、図 2VL示すよう Kその及ぼす影響力の

大きさを輸として構造化できょう。す左わち、

心理的要因である「スポーツ志向」が最も大き

いウエイトを持ち、次いで「性j、「年令J、

「健康状態J等の佃人的要因、社会・経済的属

J
r
o
l
A
F
P

急
事

事

韓

合
1

性の念かでは「学歴」と「自由時間J、「教養

・娯楽費」、環境的要因の念かでは「情報の入

手経路」の各要因が大きいウエイトを持っている。

2) rスポーツを観るのが好き」のカテゴリ
ーがスポーツ非実施の方向κ強〈反応するカテ

ゴリーであるととからも、「スポーツを観るの

が好き」とする人々、いわば間接的参加層を潜

在的スポーツ参加層として規定するとと叱は問

題がある。

3) スポーツの実施・非実施K経済的側面か

ら影響を与えている要因の念かでは階層間で平

均化の傾向のみえる収入より大き左影響力を持

っている。

4)情報ルートと一体化した施設のあり様が

望まれる。

5) 図 lVL示すよう念カテゴリー・スコアの

大きいカテゴリーへの反応パターンから「スポ

ーツの実施・非実施の予測も可能である。

国

回転

型車

型車

k〆

~個人的要因

図2 スポーツ行動規定要因の構造図
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AN ANALYSIS OF VALUES FOR DEVELOPMENT OF RECREATIONAL POLICY 

Associate Professor of Management 
Harvey Kahalas 
David L. Groves 

Any governmental agency should be aware of the public' s values because 

accountability is the key to sustaining support. As SchoenCeld (1968: 1-4) 

expressed: 

• • .ln our day， in our kind of society， every form of American 

enterprise depends on public sufference， if not on active public 

support， for its existence. Sooner or later， every organization， 

lnstitution， and movement stands arraigned at the bar of public 

opinion. The summons inevitably comes to all， and the jury 

cannot be "fixed". 

• . . ln a country where the bulk of the land is either in maniCold 

private hands or under agencies immediately responsive to the 

public will， and in a country where issues are as often settled 

by appeals to emotion as by rational analysis; the public relations 

of resource management policies are paramount. 

. • Since public attitudeR and actions are the core of the problem 

of defining and maintaining environmental quality， resource 

managers increasingly find themselves involved in various programs 

of communications with many publics. 

• • • Somehow， the public must be taught to weigh the alternatives 

and make choices in natural resources. This involves establishing 

a system of values. • • 
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Borton and Warner (1971)， 1ike Schoenfe1d have intimated the need 

for pub1ic acceptance as a means to sustaining support and responsive 

administrative programs as the to01 to maintaining or achieving it. 

Administrative programs in this context， as Erickson (1970) has noted， 

is a matter of simi1arities and differences between groups based on 

individua1 va1ues. The imp1ication is that simi1arities and differences 

are the key to va1ue modification of a group. He further suggests that 

modification shou1d be from fami1iar to unfami1iar so that deve10pment 

is congruent with current cognitive structures. 

The purpose of this study is to ana1yze va1ue orientations of user 

and genera1 popu1ations toward a recreation area and to determine what 

types of variab1eE Jre re1ated to each of the va1ue orientations is01atea. 

This type of information wi11 give 1and managing agencies perspective to 

he1p them be.tter design programs to meet the recreationa1 needs of these 

audiences. 

THEORETICAL FRAMEWORK 

Va1ues (Dependent Variab1e) 

Va1ues are organized into unified systems that situationa11y direct 

behavior (Sande11， 1968). Va1ues are an individua1's cognitions， fee1ings， 

and action tendencies toward various objects (Katz， 1960). The cognitive 

component is the know1edge or be1ief that an individua1 has about an 

object--persons and things. There are various 1eve1s of cognitive responses 

possib1e: know1edge， comprehensjon， app1ication， ana1ysis， synthesis， 
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and eva1uation (Bloom，主主主主.， 1956)(Mode1 1). The affective component， 

that is， the emotion connected with the object， is what gives values 

their motivational .character. There are various leve1s of affective 

responses possib1e: receiving， responding， va1uing， organization， and 

characterization (Krathwoh1，主主主主.， 1964}(Mode1 1). The action tendency 

component~ that is， behaviora1 actions associated with a va1ue， is the 

resu1t of an individua1's experiences in trying to satisfy his desires. 

τhere are various 1eve1s of predisposition responses possib1e--high 

to1erance 1eve1， 10w to1erance 1eve1， occasiona1 action， and consistent 

action (Krathwoh1， et互主.， 1964)(Mode1 1). 

Va1ues differ in their systematic structure. Not a11 va1ues have 

the same potency in directing behavior because of differences in 

characteristics. The differences in the va1ue potency is a matter of 

degree. Va1ues can be c1assified on their potency 1~ve1: core and 

periphera1 (Mode1 1). Core va1ues are those that are the most stab1e 

and are perceived by. an individua1 as having the greatest operationa1 

uti1ity or instrumenta1 importance. Peripheral va1ues are those that 

have not proven their instrumenta1 importance to th~ core va1ues through 

the judgmenta1 process but have been assimilated into the cognitive 

structure (Lee， 1966). 
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Independent Variab1es 

The two major types of variab1es that interact with the va1ue c佃・

ponents are the judgmenta1 process and the situationa1 variab1es. Judg-

menta1 process refers to an individua1's perception， organizationa1， 

and decision-making processes. The situationa1 variab1es are the con-

ditions or circumstances that are not under the direct contro1 of cog-

nitive processes. 

The fo11owing is a 1ist and a brief description of the types of 

independent variab1es used: 

Jud回nenta1Process 

Se1ection process 
sty1es (Bet回 an，
1971; Kerna~ ， 1968; 
Lime， 1971; Green， 
1965) 

Meaning (Gibson， 1950) 
Concrete -tangib1e 
resu1ts of the 1and 
being there in its 
present condition 

Use -uti1ity of 
the 1and being there 
in its present condition 

Emotiona1 -intangib1e 
resu1ts of the 1and 
being there in its 
present condition 

A 3 point hierarchica1 sca1e 
based on an eva1uation of 
amount of awareness and ration圃
a1ity used in se1ection of 
a1ternatives frαn chance to a 
se1ection style based on com-
p1ete fami1iarity and conse-
quences (pay off + opportunity 
costs) 

a 3 point negative， 
neutra1， and positive 
sca1e 

" 

" 
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Symbo1ic -intangib1e 
results that represent 
more than is seen; 
represents or suggests 
S叩 lethingelse 

Expectations (Groves and 
Erickson， 1973) 

Need (Mas1ow， 1943 and 
1954) 

Habits 
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A 4 point hierarchica1 sca1e 
based on anticipated encounters 
with pub1ic forested 1and 
using a deve10pment -wi1derness 
continuum with the fo11owing 
characteristics used in the 
eva1uation process: number of 
peop1e; quantity， quality， and 
diversity of wi1d1ife and 
habitat; sme11; sound; and 
deve10pment 

A 5 point hierarchica1 sca1e 
based on motivationa1 components 
from physio1ogica1 to se1f-
actua1ization needs. 

A subjective percentage sca1e 
based on the respondent's 
estimate of h主s1earned 
recreationa1 behavior 

Sex， age， residentia1 status 
(resident vs. non圃resident)，
occupation， and marita1 status 

An equal interva1 assm百ptionwas made about those variab1es that 

were of an ordina1 nature. This type of assumption does not seem to 

cause any major distortion in this type of data (Boy1e， 1970; 

Labovitz， 1970) 

In addition to the examination of the above， a time budget was used 

to assess behaviora1 patterns (Sorkin and Berger， 1939; Szo1ia， 1960). 

A time-budget was used because time， activities， and areas can be incor圃

porated into one framework easi1y (Miche1son， 1973). Information was 
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sought on the amount of free time (time free from work duties)， 1eisure 

(time spent participating in activities of interest)， time spent on 

outdoor activities， forest recreation， pub1ic forested 1and in the State 

Co11ege area. Due to the ambiguity invo1ved with activities associated 

with each time and/or orientation， subjective definitions were used 

for activities within the broader context of interest or area 1imitations. 

The meaning of activities has and wi11 continue to change， especia11y 

in an industria1 society where the nature of work is changing rapid1y. 

This case study was undertaken in State Co11ege， Pennsy1vania， U.S.A. 

because the popu1ation diversity that exists represents a spectrum of 

possib1e responses. It a1so has a recreationa1 area， that is， Game 

Lands 176， within a short distance from the city. Due to its 10cation， 

this Game Lands has stimu1ated much discussion about possib1e 1and uses. 

This situation provided an exce11ent opportunity to手xp10reva1ue 

or1.entations with regard to information that may be used in programs to 

create va1ue congruence between segments of the popu1ation and a 1and 

managing agency. 

MEASUREMENT METHODOLOGY 

A semi-structured interview patterned after an instrument deve10ped 

by Harvey (1970) was used. This approach was designed to obtain a 

know1edge， fee1ing， and action commitment and re1ate to this commitment 
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using "how" and "why" questions. An individua1's responses were quan-

tified. using deve10ped typo1ogies. (See previous sections on the 

dependent and independent variab1es) A prob1四 1in the operationa1 use of 

the typo1ogies was the estab1ishing of re1iab1e and va1id items that 

discriminate the hierarchica1 1eve1s. Experienced workers were consu1ted 

in the se1ection of items. These items were pretested on the user and 

genera1 popu1ations to test for a semantic understanding. The items 

were then adjusted. but the conceptua1 basis obtained frαn the experts 

was maintained. 

Interviewers and judges were trained in the use of the interview 

schedu1e. A tape recorder was used so that the interviewer cou1d con-

centrate on his interviewing technique and improve his ski11 through 

correction by insight. The recorder a1so a110wed a team of 3 experts 

as a group to examine the information for c1assification. The minimum 

criteria for p1acement on a 1evel was based upon a 2 out of 3 decision 

by the judges. To aid the judges in the c1assification procedure， 

responses from the pre1iminary interviews that characterized each 1cve1 

was used in the training procedures and were avai1ab1e for reference use. 

Response distribution where possible was a1so used to he1p estab1ish 

critica1 1eve1s in the measurement process. 

Re1iabi1ity of the interviews was checked with test-retest design 

on every fifth person interviewed using a corre1ation coefficient and 

a one-way ana1ysis of variance. The va1ue cαnponents were used in the 

re1iabi1ity check because the interview was based upon these commitments. 
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There were significant re1ationships at the 0.001 probabi1ity 1eve1 with 

the corre1ation coefficients but no significant differences at the 0.05 

probabi1ity 1eve1 with the ana1ysis of variance between the two inter-

views for the va1ve components of both popu1ations. 

SAMPLING PROCEDURES 

To obtain persona1 va1ue information from representative segments 

of the popu1ation， the 10ca1 (12 minor civi1 divisions adjacent to State 

Co11ege) user and genera1 popu1ations were samp1ed. 

A proportionate， stratified， random samp1ing technique was emp10yed 

to reduce cost and increase the efficiency of the sarnp1e design. Strati-

fications used for samp1ing were age， sex， marita1 status， occupation， 

and resident types. These variab1es were factor ana1yzed using princip1e 

component and Varimax method010gies to find interre1~tionships to reduce 

the effect of doub1e samp1ing. Representative variab1es from each of 

the factors is01ated were used as stratifications~ The samp1e popu1ations 

were proportionate1y stratified on the basis of the tota1 10ca1 popu-

1ation within each strata. 

Users of Game Lands 176 were identified and stratifications iso1ated 

using samp1ing techniques simi1ar to those deve10ped by James and Hen1ey 

(1968) (The samp1e source inc1uded 89% of the to.ta1 popu1ation). A 

simp1e random samp1e of 180 users of State Game Lands 176 was contacted 

and asked to participate in the study. .Of the 180 individua1s 173 (96%) 

were persona11y interviewed. Sjヒヨttyof these individuals were propor-

tionate1y， random1y se1ected to represent the user popu1ation. 
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Stratifications for the genera1 popu1ation were identified. using 

the 1970 Census data. The samp1e was se1ected from the Center County 

tax records and The Pennsy1vania State University student directory. 

(The s翻 p1esource inc1uded 95% of the tota1 popu1ation). One hundred 

and seventy individua1s were rand咽 1yse1ected and 153 (90% were per圃

sonal1y interviewed. Sixty of these individua1s were proportionate1y， 

random1y se1ected to represent the genera1 popu1ation. 

SUMMARY OF PREVIOUS ANALYSIS 

1n a previous study the cognitive， affective， and action tendency 

C佃 ponentswere ana1yzed using Q ana1ysis (Johnson， 1969) to iso1ate the 

va1ue orientations. A mu1ti-variate cross tabu1ation framework was 

uti1ized then to characterize each va1ue orientation in terms of high 

and 10w scores for interpretive purposes. The fo11owing is a condensa-

tion of the va1ue orientations iso1ated. 

The cαnponent re1ationships iso1ated for the user popu1ation are: 

Group 1 N Z 

high cognitive (core) 10w action 
tendencies (periphera1) 16 27 

10w cognitive high action tendencies 17 28 

10w affective 10w action tendencies 5 8 

Group 2 

high cognitive = high affective = high 
action tendencies 7 12 

10w cognitive high affective 10w 
action tendencies 15 25 
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Frαn Q ana1ysis of the user's va1ue components there were two groups 

of individua1s is01ated. There were significant differences at the 

2 
0.001 probability 1eve1 using Mahalanobis D" in an F-test between these 

groups. Group 1 was associated with two dimensions that on1y inc1uded 

two of the value cαnponents: a cognitive-action tendency axis and an 

affective-action tendency axis. Group 2.was associated with two 

dimensions that inc1uded a11 three of the va1ue components. 

The cαnponent re1ationships is01ated for the genera1 popu1ation are: 

Group 1 N % 

10w cognitive 10w affective -10w 
action tendencies 18 30 

neutra1 cognitive neutra1 affective= 
neutra1 action tendencies 18 30 

high cognitive high affective 
high action tendencies 3 5 

10w cognitive 10w affective= 
high action tendencies 1 2 

Group 2 N % 

high cognitive high action 
tendencies 8 13 

high affective = high action 
tendencies 3 5 

high affective 9 15 

There were two group's is01ated fr叩 Ithe ana1ysis. There were signi-

ficant differences between these grbups at the 0.001 probabi1ity 1eve1 

2 
using Maha1anobus D in an F-test. Group 2 was associated with three 
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dimensions that inc1uded on1y one ortwo of the va1ue components: an 

affective-action tendency axis， and affective-cognitive axis， and an 

affective axis. 

DESIGN 

Each of the va1ue orientations iso1ated in the previous study were 

used as an independent variab1e and ana1yzed using discriminate ana1ysis 

to identify potentia1 variab1es important in the formation of .the va1ue 

groups. Independent variab1es were factor ana1yzed (orthogona11y) to 

reduce the number of variab1es and to obtain a conceptua1 understanding 

among them. Representative variab1es from each of the factors were used 

as dependent variab1es in discriminate ana1ysis. The representative 

variab1e se1ected was the one with the highest positive corre1ation. 

If there were no variab1es that had a positive correlation， the one with 

the highest negative corre1ation was se1ected. The data were a1so 

standardized. so that the discriminate function coefficients wou1d give 

an indication about the time. impor.tance of.the variab1es. 

RESULTS 

From a factor ana1ysis of independent variab1es the fo110wing were 

se1ected for use in the discriminate ana1ysis: 

Users: 

1. Judgmenta1 Process variab1es 四 symbo1icmeaning， use 

meaning， expectations， and se1ection process sty1es 

2. Situationa1 variab1es -sex and residentia1 status 
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3. Behaviora1 factors -re1ated to the fo11owing time 

dimensions， free time and Game Lands 176 

Genera1 Popu1ation: 

1. Situati∞a1 variab1es -symbo1ic meaning， use 

meaning， and se1ection process sty1es 

2. Situationa1 variab1es -sex and age 

3. Behaviora1 factors re1ated to the fo11owing time 

dimensions -free time， forest recreation， and 

Game Lands 176. 

Frαn the discriminate ana1ysis of the genera1 popu1ation's va1ue 

groups， the fo11owing four variab1es were significant1y re1ated to 

th聞 (1) symbo1ic meaning (discriminant function coefficient (C) 田

-3.2)， (2) sex， (C = 2.6) and (3) age (C = 1.4). Fr叩 theana1ysis 

of the users va1ue groups the fo11owing four variab1es were significant1y 

re1ated to th四 (1)use meaning (C 3.7)， (2) expectations (C 3.1)， 

(3) sex， (C= 3.1) (4) free time (C 1.9) and (5) residence (C詰1.0)• 

The C = variab1es identified in the analysis were the ones that con-

tributed significant1y to the exp1anation of variance on an F-test. 

IMPLlCATIONS 

Resu1ts indicate that the two major types of variab1es that are 

re1ated to value orientations in both popu1ations are the situationa1 

and jud酔 entalprocess variables such as' sex and meaning. These are 

the types of variab1es that are主mportantin the formation of perspective. 
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Perspective is an individual's philosophy of operation tm t helps 

establish priorities. 工nterms of policy this suggests that there 

is a need for educational programs to help the users and general 

population to clarify their values. These programs should be developed 

句 helpthem interpret their experience and/or the importance of the 

existence of these type of recreational lands. 

The most notable result was the lack of strength of relationships 

with behavioral factors， even though， among the users there was a 

relationship between value orientations and free time. The factor here 

as with other cases is not showing a correlation. Even though an 

individual has certain value orientations he may not know how to utilize 

his time to translate his values into actions which may be a source of 

frustration within our society. The question is one of efficiency and 

effectiveness in time utilization. 
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Cognitive 
Component 
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Synthesis -putting 
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relationships to c1arify 
structure and process 

Ana1ysis -breaking down 
e1ements and relationships to 
c1arify structure and process 
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without being prompted 
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or materials without seeing 
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Responding -seeking 
and gaining satisfaction 
from working with object 

Selected attention -attends 
to object when the 
circumstances are favorable 

Receiving -to1erates the 
presence of an object 
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Consistent behavior， 
active -Actions which 
are frequent and extensive 

Consistent behavior 
passive -Actions which 
are frequent and 
1imited 

Occasiona1 action， active -
Actions which are infrequent 
and extensive 

Occasional action， passive由

Actions which are 
infrequent and limited 

Low to1erance level -
Limited amount of stimulation 
needed for action 

High to1erance level 田 Crisis
needed for action 

Neutra1 

High tolerance level 

Low tolerance level 

Occasional action， passive 

Occasional action， active 

Consistent behavior， passive 

Consistent behavior， active 
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STUDY OF POSTWAR LEISURE RESEARCH 

by 

Shohei Maki 

Four streams were presented on leisure study since World War II. 

These are: 

1. Study of public amusement which was started just after war and 

which has been continued until recently. 

Public amusement had a tendency to be criticized before the 

World War II. However its meaning was pursuited of the 

sound public amusement in due time. This stream was joined 

in the study of 1eisure 

2. Study of recreation which was descended from the prewar social 

welfare activity. 

Recreation was studied to encourage the sound 1eisure activities 

after war. In 1960 so called the era of leisure it was for-

warded to study the relationship between leisure and recreation. 

Recreation was studied systeロlaticand some universities 

offered the lecture of recreation. 

3. Study of recreation which was started at the same period as 

shortening of workload. 

The study of mass leisure in USA was introduced into Japan. 

The study of public amusement and the study of recreation 

were considered to be the same stream as study of leisure. 

The survey of 1eisure activity has become very lively. "What 

is 1eisure for human being" was persuited at the field of study. 

4. Study of play which was become prosperous at the same period 

as introduction of Hoizinha and Kaiojowa. 

"Homo Ludens" by Hoizinha and "P1ay and Human" by 

Kaiojowa taught us‘the another fie1d of "p1ay" 

Another studies have been realized such as relationship between leisure 

and recreation， play and labor. Those studies have not been matured 
enough so far 
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A SURVEY ON RECREATIONAL EDUCATION 

ーStudyof the text books on Health and Physical Education at 

junior and senior High Schools and on lectures on Recreation 

at Universities -

by 

Ritsuko Yagawa牢

Makoto Ishii料

Masaharu Sakaguchi求

Japan has been treading a very varied road since World War II. For example 、

she has experienced the powerful growth of her economy during the 1960s 

and the era of dwind1ing natural resources which started with the oil crisis in 

1973. 

It is doubtful if the concept of recreation has taken root in the varied situation 

in Japan and whether recreational activities have become a part of school 

education. It is presumed that to analyze the above two points would be helpful 

as a preliminary to promoting recreational activities in Japan. 

The following steps were taken to accomplish the above purpose: 

1. Analysis and examination of health and physical education 

text books at junior and senior high schoo1. 

a Four rnain text book publishers were chosen for junior 

high school 

b. Eight were selected for senior high schoo1. 

2. Survey for lecture of recreation at university and junior college 

a. 383 universities and junior colleges were selected and 178 

replied to our questionier. 

The new concept of education is described in fundamental low of education in 

Japan that the school education has the purpose to bring up human nature at 

school. Recreation education is based on the same purpose as the new concept 

of education. However， nowadays this concept is prevented by examination 
system in Japan. Lack of independency and creativity of students have been 

increasing by this system. This is descrepancy of education between concept 

and system. 

If the recreation education is aimed at the growth of human nature， it is 
requested to find out the problems which would be occured on the educational 

system， and to establish the firm concept of recreation at school education. 

It is desired to research the unchangable concept of recreation and pursue the 

relationship between school education and system. 

，~ Junior College at Toyo University 

キ牢 Rikkyo University 
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A Technical Study on RecreationalFacilities 

-A Case Study on Running Tracks of Athletic Fields -

by 

Kimio Kondoh普

The writer experienced effE;lctive plans on athletic fields， above all， track 
games. At present， most of Japanese athletic tracks are designed， as mono四
centre curve forms. But， considering tendencies of recent track running 
games， above tracks have certain problems to be improved， for advanced 
races. 

With above considerations， the writer made experiments to compare running 
race records， at following radius curve tracks， as 30m， 60m and 
Results are as below. 

Race records at straight course are best and that of 60m radius track is 

next with little difference. Race records at 30m radiusc curve track is worst 

with a little difference. 

These facts are useful to plan athletic tracks， and give hints to study poly司
centres curve tracks， for an improvement of recreation facilities. 

* Nara Women' s University 
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ANALYSIS OF THE FACTOR TO DEVELOP 

PHYSICAL RECREATION 

-Using the Method of Hayashi I s Theory -

by 

Hirohide Yoshinaga発， Shinshiro Ebashi普持

Yutaka Kumeno持普普 andJin Shimazaki*持持普

The purpose of this study was to clarify the characteristics of whether or not to 
participate to sports activities by using the method of analysis developed by 
Hayashi I s theory. 

The datas were used from the survey of conciousness of community people in 
the designated district which was made by Ministry of Education in 1973. 

The outlines of the result are as follows: 

1 . The factors in term of whether or not to participate to sports 
activities are: 

2. 

3. 

4. 

5. 

* 
栄養

持券発

株券発令t

a. Psychological factor was the largest weight 

b. Sex age and health condition followed it. 
Educational background and "free-time" were 
relatively showed a large weight. 

There should not be prescribed those who are interested in 
watching sports to those who participate sports activities. 

The factors of whether or not to participate to sports activities 
are influenced by economical aspect. 

Information system should be formed for sports and recreation 
facilities. 

This study would be predicted whether or not to participate to 
the sports activities. 

Osaka College of Physical Education 

Tokyo University 

Tsukuba University 

Ministry of Education 
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日本レクリエーシヨン学会会則

<第1章総 員IJ>

第1条 本会を日:本レクリエーション学会、

(英語名Japan Society of Lei-

sure and Recreation Studies) 

という。

第2条本会の目的は、レクリエーションK関

する調査研究を促進し、レクリエーションの

発展K寄与する。

第3条 本会の事務局は、東海大学体育学部社

会体育学科レクリエーション研究室内K置〈。

く第2章事 業>

第4条 本会は第 2条の目的を達成するため、

次の事業を行左う。

1 学会大会の開催

2 研究会、講演会等の開催

3. 機関誌の発行ならびKその他の情報活動

4. 研究の助成

5 内外の諸団体との連絡と情報の交換

6. 会員相互の親睦

7 その他本会の目的K資する事業

第5条学会大会は、毎年 1回以上開催し、研

究成果を発表する。

く第3章会 員>

在住者とする。

4 賛助会員は、本会の事業K財政的援助を

在した者で、理事会の承認を得た者とする。

5 名誉会員は、本会K特別K貢献のあった

者で、理事会の推薦を経て総会で承認され

た者とする。

第 7条 会員は、本会の編集刊行する機関誌綱

等の配布を受け、本会の営む事業K参加する

ととができる。

第 8条会員Kして会費の納入を怠った者なよ

び会の名誉を棄損した者は、理事会の議を経

て会員としての資格を停止されるととがある。

く第4章役 員>

第9条本会を運営するためK、総会K沿いて

正会員の中から次の役員を選ぶ。

会長1名、副会長若干名、理事長 1名、理

事若干名、監事 2名

第10条会長は、本会を代表し、会務を総括す

る。
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第 6条本会は正会員の他、学生会員、特別会 第11条役員の任期は 2年とし、再任を妨げ左

員、賛助会員、 bよび名誉会員を置くととが い。

できる。 第12条 本会K名誉会長を置〈ととができる。

1. 正会員は第2条の目的K賛同し、正会員

の推薦bよび、理事会の承認を経て、規定 く第5章会 議>

の入会金なよび会費を納入した者とする。 第13条 本会の会議は、総会なよび理事会とす

2. 学生会員は、大学生(大学院を除<)、 る。

辛子よびそれK準ずる者とする。 第14条 通常総会は、毎年1回開催し役員の選

3. 特別会員は、大会の目的K賛同する外地 出会よび本会の運営K関する重要事項を審議

-65-



決定する。

総会は、会長が招集し、当日の出席正会員を

もって構成する。

議事の運営K関してはJWてとれを定める。

第15条理事会が必要と認めた場合、もし〈は

正会員の始&上の開催請求があった場合、臨

第19.条会員の会費は次の通Pとする。

1. 入会金 1，000円(3米ドル〉

2. 正会員年額 3，000円

3. 学生会員 " 1，000円

4. 特別会員 " 10米ドル

5. 賛助会員 " 20，000円らL上

時総会を聞くととができる。 第却条 本会の会計年度は毎年4月K始まり、

第16条理事会は理事長が招集し、幹事若干名 翌年 3月K終る。

なよび事務局員を選出し、会務を処理する。

く第6章 支部および専門分科会>

第17条本会の事業を推進するためK、支部念

らびK専門分科会を置〈ととができる。

支部念らびK専門分科会Vてついての規則は別

K定める。

<第7章会 計>

第18条本会の経費は、会費、寄付金bよびそ

の他の収入をもって支弁する。

付則

1 本会の会則は、総会Kないて出席正会員

の%以上を得た議決Kより変更するととが

できる。

2. 本会則は、昭和46年 3月21日より施

行する。

3. 本会則は、昭和 51年 5月1日K一部改

訂する。
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「レクリエーション研究」投稿規定

1.投稿者は原則として本会会員であるとと。

2. 論文は他誌K未投稿のものK限る。

3. 論文は新か念づかい、制限漢字使用を原則とし、横書き400字詰原稿用

紙を使用する。欧文はタイプライタ-vcよるか、または特K明瞭Kかく。
4. 論文はカシラK論文・資料・その他(書評・抄録・学校紹介等)を朱書する。

5 論文・資料の原稿tてはか念らず欧文の表題・ローマ字書きフ Jレネームの

氏名bよび図版・写真の欧文説明をつける。

6 邦文論文tては歌文摘要(Resume)をつけ、欧文論文Kは辛口文の表題・

氏名bよび800字以内の邦文摘要をつける ζと。

7. 図版はかならず白紙K墨書きとし、図版・写真類は上下の別を明記のとと。

8 論文の原稿Kは第1頁下端K勤務先(職名)を記すとと。

9 論文は 1篇tてっき400字詰Kて30枚分(図版・写真共、刷り上り 8頁)

以内を原則とする。其の他の原稿は 5枚以内とする。若し長篇のもので

上記規定を超えるものKついては、投稿K先立ち編集委員会宛打合ぜの

とと。*I>'刷り上り 5頁以上の超過分は実費Kて執筆者持ちとする。

1 O. 編集委員会は編集の都合Kより、執筆者の承諾を得て、原稿の一部を省

略・訂正するととができる。

11. 論文の取捨は編集委員会K一任のとと。

12. 投稿期限第7号原稿〆切日昭和53年3月末日(予定)

13. 論文の送り先及び連絡先 神奈川県平塚市北金目 111 7 

今回は事務局の諸々の都合で発刊が遅

れ、会員の皆様Kは大変御迷惑をなかけ

しましたととを深〈訟詑びします。

第 7号tては多くの方々の投稿をな待ち

してむります。

。編集委員

高橋和敏 巻 正平

木下静子 前野淳一郎

(担当幹事) 野間口英敏

東海大学体育学部社会体育学科

レクリエーション研究室気付

日本レクリエーション学会編集部

レクリエーション研究第6号

昭和 52年 11月30日発行

編集発行人江橋慎四郎

発行所 日本レク1)エーション学会

神奈川県平塚市北金包1117

東海大学体育学部社

社会体育学科

レクリエーション研究室内

電話 0463-58-1211
内線456

印 刷 日相印刷株式会社
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良い品で

より良きスポーツを/

砂取扱晶目 4

スポーツウエアー

スポーツシューズ

球 技 用 ロ
日日

スポーツ施設工事

スポーツ用品全般
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-{;:r STUDY OF POSTWAR LEISURE RESEARCH 

女 ASURVEY ON RECREATIONAL EDUCATION 

_ Study of the text books on Health and Physical Education at 

Junior and senior High Schools and on lectures on Recreation 

at Universities -

女 ATechnical Study on Recreational Facilities 

-A Case Study on Running Tracks of Athletic Fields -

カ ANALYSISOF THE FACTOR TO DEVELOP 

PHYSICAL RECREATION 

-U sing the Method of Hayashi I s Theory -
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